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１ 本調査の公表は、文部科学省の方針に基づいて行っています。 

 

２ 保護者の皆様には、本報告書をもとにお子様との話し合いを深

めていただき、今後の学力向上や生活習慣の改善について、家庭

での取り組みをお願いいたします。 

 

３ 学力調査は、小学校６年生が小学校１年生から５年生までの内

容、中学校３年生が中学校１年生から２年生までの内容となって

います。 

 

４ 学習状況調査は、生活習慣や家庭学習習慣等について調査して

います。 

 

５ 本調査によってわかるのは学力の一部であり、学校の教育活動

の一部であることにご留意ください。 

 

６ 本調査は、毎年の問題によって難易度に差が出ますし、受ける

子どもも変わりますので、正答率だけでその学校全体の学力が上

がったのか下がったのかの変化はわかりません。 

  むしろ本調査後の学校改善プランなど、各学校の対応策に注目

をしてください。 



目     次 

Ⅰ 当別町における平成２６年度全国学力・学習状況調査の実施概要 

１ 調査の目的･･･････････････････････････････････････････････ 1 

２ 調査の対象学年･･･････････････････････････････････････････ 1 

３ 調査の内容･･･････････････････････････････････････････････ 1 

４ 調査期日･････････････････････････････････････････････････ 1 

５ 調査を実施した学校・児童生徒数･･･････････････････････････ 1 

Ⅱ 小学校の分析 

１）学力調査  

１ 教科ごとの傾向･･･････････････････････････････････････････ 3 

２ 教科ごとの平均正答率と平均正答数･････････････････････････ 3 

３ 全国平均を基準（100）とした場合の領域ごとの正答率････････ 4 

４ 全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合･･･ 4 

５ 各教科に関する調査結果及び問題と改善のポイント  

国語Ａ（知識）･････････････････････････････････････････････ 5 

国語Ｂ（活用）･････････････････････････････････････････････ 7 

算数Ａ（知識）･････････････････････････････････････････････ 11 

算数Ｂ（活用）･････････････････････････････････････････････ 13 

２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）  

生活習慣･･･････････････････････････････････････････････････ 15 

家庭学習･･･････････････････････････････････････････････････ 16 

自尊意識、規範意識、学校生活･･･････････････････････････････ 17 

国語の学習･････････････････････････････････････････････････ 18 

算数の学習･････････････････････････････････････････････････ 19 

Ⅲ 中学校の分析 

１）学力調査  

１ 教科ごとの傾向･･･････････････････････････････････････････ 21 

２ 教科ごとの平均正答率と平均正答数･････････････････････････ 21 

３ 全国平均を基準（100）とした場合の領域ごとの正答率････････ 22 

４ 全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合･･･ 22 

５ 各教科に関する調査結果及び問題と改善のポイント  

国語Ａ（知識）･････････････････････････････････････････････ 23 

国語Ｂ（活用）･････････････････････････････････････････････ 25 

数学Ａ（知識）･････････････････････････････････････････････ 29 

数学Ｂ（活用）･････････････････････････････････････････････ 31 

２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）  

生活習慣･･･････････････････････････････････････････････････ 35 

家庭学習･･･････････････････････････････････････････････････ 36 

自尊意識、規範意識、学校生活･･･････････････････････････････ 37 

国語の学習･････････････････････････････････････････････････ 38 

数学の学習･････････････････････････････････････････････････ 39 

Ⅳ 学力・生活習慣の向上に向けた取組 

教育委員会による学校への支援･････････････････････････････ 41 

学校の取組･･･････････････････････････････････････････････ 41 





Ⅰ 当別町における平成２６年度  

全国学力・学習状況調査の実施概要  

 
 

                           

本調査結果は、「平成２６年度全国学力・学習状況調査結果」に基づき、本町の小・中学

校における現時点の明らかにすることができる学力及び学習状況について、調査結果の概

要を掲載したものです。 

 

 

１ 調査の目的  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、その改善を図る。 

         イ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。 

         ウ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に

役立てる。 

 

２ 調査の対象学年  小学校第６学年 

           中学校第３学年 

 

３ 調査の内容 

 ①教科に関する調査 

主として「知識」に関する問題 

【国語Ａ、算数・数学Ａ】 

主として「活用」に関する問題 

【国語Ｂ、算数・数学Ｂ】 

・身に付けておかなければ後の学年等の学

習内容に影響を及ぼす内容 

・実生活において不可欠であり常に活用で

きるようになっていることが望ましい知

識・技能など 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活

用する力などにかかわる内容 

・様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力等にかかわる内容 

 

 ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸

側面等に関する調査 

 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育

条件の整備状況に関する調査 

 

４ 調査期日 

   平成２６年４月２２日（火） 

 

５ 調査を実施した学校・児童生徒数 

 

 対象学校数 対象児童生徒数 参加児童生徒数 参加率 

小学校 ３ １４５人 １４１人 ９７．２４％ 

中学校 ３ １７４人 １６５人 ９４．８３％ 

合 計 ６ ３１９人 ３０６人 ９５．９２％ 

  ※参加児童生徒数は、対象となる児童生徒数のうち、当日体調不良等により参加できなかった児童生 

徒を除く人数 
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Ⅱ 小学校の分析 

１） 学力調査 

 
１ 教科ごとの傾向 

【国語】 
 国語Ａ・Ｂともに全国より下回る結果となり、国語Ｂでは「話すこと・聞くこと」の領

域で全道とほぼ同様の結果になりました。 

 国語Ａ・Ｂの「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項」の領域で、昨年度から比較して全国平均に近づいてきている。少しずつでは

あるが、読書活動の成果が表れてきている様子がうかがえます。 

 国語Ａの「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域では、全国を上回る問

題もあるなど、故事成語の意味の使い方が理解できてきているものと推察されます。 

 記述式の問題については、国語Ｂの活用の問題で全国より低く、「書くこと」の領域が低

い結果がみられました。 

 

【算数】 

 算数Ａでは「数と計算」「量と測定」の領域で基礎・基本の定着が見られるものの、算数

Ａ・Ｂともに昨年度の全国との差を縮めることはできませんでした。 

 算数Ｂの「数と計算」「量と測定」「数量関係」の領域においては、全国との差があるも

のの、「数と計算」の領域では、昨年度より向上しております。 

 算数Ｂでは、「無回答率」が多い状況が見られます。問題を読み、算数を応用し計算によ

って答えを導くまでに至っていない様子がうかがえます。 

 

 

２ 教科ごとの平均正答率と平均正答数 

 

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

平均正答率 
平均正答数 

と問題数 
平均正答率 

平均正答数

と問題数 
平均正答率 

平均正答数

と問題数 
平均正答率 

平均正答数

と問題数 

当別町 68.1 (10.2/15) 49.4 (4.9/10) 73.1 (12.4/17) 49.3 (6.4/13) 

北海道(公立) 71.8 (10.8/15) 52.9 (5.3/10) 75.8 (12.9/17) 55.2 (7.2/13) 

 石狩管内 71.7 (10.8/15) 54.1 (5.4/10) 76.3 (13.0/17) 57.0 (7.4/13) 

全国(公立) 72.9 (10.9/15) 55.5 (5.5/10) 78.1 (13.3/17) 58.2 (7.6/13) 

全国との差 ▲4.8 (-0.7/15) ▲6.1 (-0.6/10) ▲5.0 (-0.9 /17) ▲8.9 (-1.2/13) 

 

※( )内の平均正答数と問題数欄は分子が平均正答数で、分母が問題数として記載 

※平均正答率･･･平均正答数を百分率で表示。国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂごとの平均正答率は、それぞれの平均正答数を

設問数で割った値の百分率(概数)。 

 

- 3 -



 

３ 全国平均を基準(100)とした場合の領域ごとの正答率 

 

 教科の領域別に全国を100とした場合の状況をレーダーチャートで示したものです。 

 (当別町児童の平均正答率÷全国(公立)の平均正答率×100で算出) 
  国語Ａ

(話すこ
と・聞

くこと) 

国語Ａ

(書くこ
と) 

国語Ａ

(読むこ
と) 

国語Ａ

(伝統的
な言語

文化と 
国語の

特質に

関する

事項) 

国語Ｂ

(話すこ
と・聞

くこと) 

国語Ｂ

(書くこ
と) 

国語Ｂ

(読むこ
と) 

国語Ｂ

(伝統的
な言語

文化と 
国語の

特質に

関する

事項) 

算数Ａ

(数と計
算) 

算数Ａ

(量と測
定) 

算数Ａ

(図形) 
算数Ａ

(数量関
係) 

算数Ｂ

(数と計
算) 

算数Ｂ

(量と測
定) 

算数Ｂ

(図形) 
算数Ｂ

(数量関
係) 

問題数 1/15 3/15 2/15 12/15 3/10 3/10 7/10 2/10 8/17 3/17 4/17 3/17 8/13 5/13 1/13 5/13 

当別町 91.2  87.8  92.1  93.8  94.7  77.0  86.9  92.4  95.2  95.2  92.6  87.0  84.8  85.1  90.7  81.3  

北海道 

(公立) 97.4  97.1  98.7  98.5  96.1  89.2  95.1  97.4  97.3  97.1  96.1  97.9  94.8  94.9  98.3  93.8  

全 国 

(公立) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合 

 

全 国 の 下 位 約

25％と同じ正答

数の範囲に含ま

れる児童の割合 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 

34.70% 29.70% 28.20% 31.20% 23.90% 21.00% 36.10% 29.80% 25.60% 44.70% 32.30% 28.10% 

15問中9問以下 10問中3問以下 17問中11問以下 13問中5問以下 

全国との差 6.5 多い 10.2 多い 10.5 多い 16.6 多い 

 

 

 

 

 

 

全教科チャート図
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32.3%
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 23.9%

全道,

29.7%
全国,

28.1%
全国,

25.6%全国,

21.0%
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28.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

国語A 国語B 算数A 算数B
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５　各教科に関する調査結果および問題と改善ポイント

小学校 ［国語Ａ：主として知識］

集計結果

15

話すこと・聞くこと 1

書くこと 3

読むこと 2

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 12

国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 1

書く能力 3

読む能力 2

言語についての知識・理解・技能 12

選択式 7

短答式 8

記述式 0

設問別集計結果
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の

特

質

に

関

す

る
事

項

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一（１）
5･6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 85.1 90.7 91.7 (5.00) 1.8 1.7

１一（２）
5･6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 80.9 86.5 87.0 (9.90) 2.9 2.5

１一（３）
5･6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 74.5 77.3 74.4 (6.40) 1.4 1.5

１二（１）
5･6
(1)ウ ○ ○ 91.5 97.3 97.8 (5.70) 0.9 0.6

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの
平均正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

漢字を書く
（料理をのせたさらを運ぶ）

正答率(％) 無解答率(％)

漢字を読む
（道路の標識を見る）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

漢字を読む
（街灯がつく）

漢字を読む
（勢いよく走り出す）

問題形式

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点

問題形式

66.0 66.6

76.9 78.5

64.3

71.4

評価の観点

70.5 72.4

70.1 72.2

67.6 68.5

72.6 73.769.1

70.5 72.4

70.1 72.2

67.6 68.5

72.6 73.7

68.1

66.0

63.4

63.1

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

69.1

66.0

63.4

63.1

対象児童数
北海道（公立） 全国（公立）

141 42,951 1,080,663

当別町教育委員会

分類 区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）当別町

　全体 71.8 72.9

学習指導要領の領域等

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

国語Ａの基本的な知識・技能が身に付いているどうかをみる問題に関しては、当別町児童の平均正答率は６８．１％

で、全国平均の７２．９％より４．８ポイント下回り、全道平均の７１．８％より３．７ポイント下回る結果となっ

た。また昨年度の全国と当別町の差は－２．３ポイントで、２．５ポイント広がる結果になった。

１二（１） (1)ウ
(ア)

○ ○ 91.5 97.3 97.8 (5.70) 0.9 0.6

１二（２）
5･6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 52.5 52.9 59.3 (14.90) 9.1 6.8

１二（３）
5･6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 67.4 75.0 77.4 9.9 8.3 7.2

２一
3･4
(1)ア
(イ)

○ ○ 67.4 61.6 55.8 1.4 0.3 0.3

２二
3･4
(1)ア
(イ)

○ ○ 53.9 48.1 49.9 1.4 0.5 0.5

３
3･4
オ

5･6
(1)イ
(ケ)

○ ○ ○ 55.3 56.2 58.7 2.1 0.2 0.2

４
5･6
ウ

○ ○ 70.9 72.4 71.7 2.1 0.2 0.3

５
5･6
エ

○ ○ 55.3 62.9 65.3 2.1 0.6 0.5

６一
5･6
オ

5･6
(1)イ
(キ)

○ ○ ○ 63.8 72.8 74.9 (11.30) 6.1 5.7

６二
5･6
オ

5･6
(1)イ
(キ)

○ ○ ○ 70.9 81.4 83.1 (6.40) 1.9 2.0

７
5･6
ア

○ ○ 66.0 70.5 72.4 (6.40) 1.8 2.1

８
3･4
(1)イ
(カ)

○ ○ 66.0 71.8 74.3 (7.10) 2.4 2.7

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

言葉の意味と使い方を捉え，適切なものを選択
する
（はかる）

国語辞典を使って，言葉の意味と
使い方を理解する

「～たり、…たり」という表現に直して書く 複数の事柄を並列の関係で書く

文の意味のつながりを捉え，適切なものを選択
する

仮定の表現として，適切なものを
捉える

話合いの観点に基づいて情報を関
係付ける

話合いの記録の仕方として適切なものを選択す
る

（料理をのせたさらを運ぶ）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

漢字を書く
（勝利をいわう）

漢字を書く
（かぜをよぼうする）

故事成語の使い方として適切なものを選択する
（五十歩百歩）

故事成語の意味と使い方を理解す
る

故事成語の使い方として適切なものを選択する
（百聞は一見にしかず）

情景描写を正しく理解し，適切なものを選択す
る

情景描写の効果を捉える

新聞の投書を読み，表現の仕方として適切なも
のを選択する

新聞の投書を読み，表現の仕方を
捉える

物語の一部に入る適切な人物の名前を書く
物語の登場人物の相互関係を捉え
る

３／１５問

２／１５問

９／１５問

平均正答率が全国以上の設問数

平均正答率が全道以上の設問数

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数
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 小学校 [国語Ａ：主として知識]  

○設問番号 ２一 

○出題の趣旨 「故事成語の意味と使い方を理解することができるかどうかをみる」 

○問題 「適切なものを選択する」 

＜正答＞  ３  

 

※当別町の正答率 67.4％ 

全国平均より11.6ポイント上回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 故事成語の意味や使い方を正しく理解し、実生

活の中で起こる出来事や、その様子を故事成語を

用いて表すことは重要である。長い間使われてき

た故事成語に興味をもち、その意味を調べて先人

の知恵や教訓、機知に触れることができるように

指導することが大切である。その上で、実生活の

中で意図的に活用する機会を設けるなどして、計

画的に指導することが重要である。 

 例えば、朝の会、帰りの会などを利用して、故

事成語やことわざや慣用句を使った１分間スピ

ーチに継続して取り組むなどといった取り組み

も効果的である。 

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

 

◎全国と比べて正答率が低かった問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○設問番号 ６二 

○出題の趣旨 「文や文章の構成を理解し、適切な表現にして書くことができるかどうかをみる」 

○問題 「文の意味のつながりを捉え、適切なものを選択する」 

 

＜正答＞  １・４・５  

 

※当別町の正答率 70.9％ 

全国平均より12.2ポイント下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

文や文章の構成を整えて書くためには、語句

と語句との係り方や照応の仕方に気付き、文と

文とのつながりの明確さを意識することが重要

である。そのためには、語句の意味を正しく捉

えることや、接続語の役割について理解するこ

とができるように指導することが大切である。 

また、児童自身が間違いなどを正したり、よ

りよい表現に書き直したりする推敲についても

十分な指導を行う必要がある。その際、下書き

と推敲後の文書を比べるなどの工夫をすること

によって、筋道の整った文書になったことを実

感できるような指導方法も効果的である。 
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小学校 ［国語Ｂ：主として活用］

集計結果

10

話すこと・聞くこと 3

書くこと 3

読むこと 7

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 2

国語への関心・意欲・態度 3

話す・聞く能力 3

書く能力 3

読む能力 7

言語についての知識・理解・技能 2

選択式 4

短答式 3

記述式 3

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞
く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語
文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る
事

項

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
5･6
オ

○ ○ 66.7 62.5 65.2 8.5 9.4 7.9

１二
5･6
エ

○ ○ 53.9 58.1 60.2 6.4 3.9 3.5

１三
5･6
エ

5･6
ウ

○ ○ ○ ○ 24.8 27.0 28.3 (12.10) 6.2 5.0

２一
5･6
ウ

○ ○ 63.8 68.3 71.9 (17.00) 10.3 8.2

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの
平均正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問を書
く

付箋に書かれた内容を関係付けな
がら，最初にもった疑問を捉える

正答率(％) 無解答率(％)

大野さん の発言に対し，手書きの立場から質
問か意見を書く

問題形式

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点

57.3

68.0 69.864.5

問題形式

60.4 62.1

65.1 67.7

30.7 34.4

55.7

64.1

26.5

34.4

49.2 51.2

30.7 34.4

　全体 52.9 55.5

学習指導要領の領域等

49.2 51.2

30.7 34.4

54.5 57.3

68.0 69.8

49.4

48.5

26.5

49.8

分類 区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）当別町

対象児童数
北海道（公立） 全国（公立）

141 42,939 1,080,444

当別町教育委員会

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

64.5

26.5

48.5

26.5

49.8

司会 の発言の内容をまとめて書く

林さん の質問の狙いとして適切なものを選択
する

質問の意図を捉える

目的に応じて，話合いの観点を整
理する

立場を明確にして，質問や意見を
述べる

評価の観点

30.7

54.5

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

国語Ｂの基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題に関しては、当別町児童の平均正答率は４

９．４％で、全国平均の５５．５％より６．１ポイント下回り、全道平均の５２．９％より３．５ポイント下回る結果と

なった。また昨年度の全国と当別町の差は－７．３ポイントで、１．２ポイント縮めることが出来た。

２一 ウ
○ ○ 63.8 68.3 71.9 (17.00) 10.3 8.2

２二
5･6
ウ

5･6
ウ

○ ○ ○ ○ 19.9 22.5 26.9 (11.30) 9.6 7.4

２三
5･6
イ

○ ○ 61.7 64.4 66.0 5.0 4.8 4.3

３一（１）
5･6
エ

5･6
(1)イ
(カ)

○ ○ ○ 77.3 79.4 80.4 5.0 4.6 4.4

３一（２）
5･6
エ

5･6
(1)イ
(カ)

○ ○ ○ 51.8 56.7 59.2 7.8 5.7 5.5

３二
3･4
オ

○ ○ 39.7 47.6 48.5 (24.80) 20.8 19.8

３三
5･6
ウ

5･6
エ

○ ○ ○ ○ 34.8 42.7 48.1 (35.50) 30.6 26.0

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

【詩１】と【詩２】を比べて読んで考えたこと
を書く

二つの詩を比べて読み，自分の考
えを書く

疑問を解決するために，目次や索引の中から必
要となるページの番号を書く

課題を解決するために，目次や索
引を活用して，本を効果的に読む

【詩１】の表現の特徴として適切なものを選択
する

【詩２】に対する山田さんの解釈として適切な
ものを選択する

【詩２】の表現の特徴として適切なものを選択
する

付箋の内容を関係付けて，野口さんのまとめを
書く

く

分かったことや疑問に思ったこと
を整理し，それらを関係付けなが
らまとめて書く

がら，最初にもった疑問を捉える

二つの詩を比べて読み，表現の工
夫を捉える

詩の解釈における着眼点の違いを
捉える

５／１０問無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数

１／１０問

１／１０問

平均正答率が全国以上の設問数

平均正答率が全道以上の設問数
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 小学校 [国語Ｂ：主として活用]  

◎全国と比べて正答率が高かった問題 
 

 

○設問番号 １一 

○出題の趣旨 「目的に応じて、話合いの観点を整理することができるかどうかをみる」 

○問題 「発言の内容をまとめて書く」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＜正答例＞  作業への取り組みやすさ（１１字）  

 

※当別町の正答率 66.7％ 

全国平均より1.5ポイント上回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

本設問では、司会が討論を進める上で重要な観点を整理している場面を設定している。ここでは、

「パソコンを使う立場」と「手書きの立場」それぞれの立場の主張の共通点を捉え、話合いの観点

を簡潔に整理して書くことが求められている。 

討論を円滑に進めるためには、司会はその果たす役割を理解し、違う立場から出されたそれぞれ

の意見を整理することが重要である。一方、参加者は司会の果たす役割を理解した上で協働的な態

度で討論を進めることが大切である。 

議論をまとめる司会の能力を高めるためには、司会の具体的な話し方やまとめ方を学習する場を

設けることが考えられる。その際、モデルとなる討論会の様子を動画で視聴したり話し合いの後に

司会の進行についてよかった点や改善点等を交流しあったりするように指導することが効果的であ

る。また、多くの児童が司会を経験することも重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一【討論会の様子】のなかの司会 の  ア  の中には、丸山さん と平川さん の発言に共通する観

点が入ります。ふさわしい内容を、二人の発言に共通する言葉を使って、十二字以内で書きましょう。 
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 小学校 [国語Ｂ：主として活用]  

◎全国と比べて正答率が低かった問題 

 

○設問番号 ３三 

○出題の趣旨 「二つの詩を比べて読み、自分の考えを書くことができるかどうかをみる」 

○問題 「比べて読んで考えたことを書く」 
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 小学校 [国語Ｂ：主として活用]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例１＞  二つの詩は、まど・みちおさんの植物や動物を愛する気持ちが伝わっ

てくるという点で共通していると考えました。たんぽぽや動物たちの仲

のよい様子を想像することができて、心が温まり、やさしい気持ちにな

りました。（100字） 

＜正答例２＞  まど・みちおさんは【詩２】では同じ言葉をくり返し表現しているに

対して、【詩１】ではそれぞれちがうたんぽぽのよび方を表現しています。

詩の表現にはいろいろな方法があって、おもしろいと思いました。（97

字） 

＜正答例３＞  二つの詩では、「たんぽぽ」という言葉が【詩１】ではカタカナで書か

れており、【詩２】ではひらかなで書かれている点がちがいます。まど・

みちおさんは、文字の使い方を変えて、くふうしているのだなと思いま

した。（100字） 

 

※当別町の正答率 34.8％、全国平均より13.3ポイント下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

当別町の児童は「たんぽぽ」、「まど・みちお」という二つの言葉を使うことができていない割合

と、どちらか一方のみを使っている解答が、全国・全道より多い。回答として特定の言葉を使うと

いう条件を満たして書くことはできていない。また、無回答が全国の25.8％に対し、当別町の児童

は35.5％と無回答率が多い結果となった。 
本設問では、複数の詩を比べて読み、自分の考えを書くためには、表現の工夫や詩の捉え方を観

点にしてそれぞれの詩の特徴を理解し、自分なりに解釈をすることができるように指導することが

大切である。そのためには、複数の詩の共通点や相違点を明らかにし、自分なりの解釈や考え、詩

を読むときの観点を基にして明確にして書くことが大切である。 
 学習指導に当たっては、詩の解釈について交流し、発表することによって一人ひとりの感じ方に

違いあることを理解しながら、自分の考えを広げ、深めていくことが大切である。 
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小学校 ［算数Ａ：主として知識］

集計結果

17

数と計算 8

量と測定 3

図形 4

数量関係 3

算数への関心・意欲・態度 0

数学的な考え方 0

数量や図形についての技能 8

数量や図形についての知識・理解 9

選択式 8

短答式 9

記述式 0

設問別集計結果

数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

算

数

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

考

え
方

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

技

能

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
2A
(2)ア

○ ○ 98.6 96.8 96.9 0.0 0.0 0.1

１（２）
3A
(3)イ

○ ○ 95.0 92.9 92.8 0.7 0.2 0.2

１（３）
3A
(5)イ

○ ○ 81.6 82.4 83.8 1.4 0.9 0.8

4A ○ ○ 84.4 90.4 91.8 2.8 0.9 0.9

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞
全国（公立）

1,080,657

全国（公立）

平均正答率(％)

78.1

当別町教育委員会

当別町

73.1

69.0

79.670.7

無解答率(％)

63.8

63.8

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平均正
答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％)

81.8

74.8

71.8

81.3

87.9

69.5

70.7

84.881.3

66.6

67.8

86.2

83.0

83.6
評価の観点

問題形式

９－０．８ を計算する

被乗数に空位のある整数の乗法の
計算をすることができる

繰り上がりのある加法の計算をす
ることができる

小数第１位までの減法の計算をす
ることができる

71.2

66.5

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

４６＋５７ を計算する

９０３×６ を計算する

商が小数になる除法の計算をする
２÷５ を計算する

対象児童数
北海道（公立）

141 42,949

72.6

分類 区分
対象設問数
（問） 北海道（公立）

　全体 75.8

79.6

学習指導要領の領域

77.9

量と測定

図形

数量関係

数と計算

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

算数Ａの基本的な知識・技能が身に付いているどうかをみる問題に関しては、当別町児童の平均正答率は７３．

１％で、全国平均の７８．１％より５ポイント下回り、全道平均の７５．８％より２．７ポイント下回る結果となっ

た。また昨年度の全国と当別町の差は－０．９ポイントで、４．１ポイント広がる結果になった。

１（４）
4A
(5)ウ

○ ○ 84.4 90.4 91.8 2.8 0.9 0.9

１（５）
4D
(2)ア

○ ○ 65.2 79.2 80.9 0.7 0.4 0.5

１（６）
5A
(4)オ

○ ○ 90.1 87.0 90.6 1.4 1.4 1.1

２（１）
5A
(3)ア

○ ○ 55.3 68.5 71.9 1.4 0.3 0.3

２（２）
5A
(3)ア

○ ○ 46.8 49.2 54.1 1.4 0.4 0.4

３
5A
(4)ア
イエ

○ ○ 71.6 70.0 72.5 2.1 0.7 0.6

４（１）
5B
(4)ア

○ ○ 78.0 80.5 82.3 2.1 0.8 0.7

４（２）
5B
(4)ア

○ ○ 60.3 58.0 60.8 (6.40) 4.0 3.4

５（１）
5C
(1)エ

○ ○ 81.6 80.8 83.9 4.3 1.6 1.5

５（２）
5B
(2)
アイ

○ ○ 75.2 79.1 81.1 (5.70) 2.2 1.8

６
4C
(1)
アイ

○ ○ 46.1 47.2 52.0 2.8 0.7 0.6

７

2C
(1)ウ
4C
(2)ア

○ ○ 66.0 67.7 69.4 2.8 0.7 0.7

８
4D
(2)ア

○ ○ 74.5 79.5 81.0 3.5 1.1 0.9

９
5C
(1)ア

4D
(1)ア
4D
(2)ウ

○ ○ 72.3 80.0 82.0 3.5 1.5 1.2

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

正五角形の１辺の長さを□cm，まわりの長さを
△cmとしたときの，□と△の関係を正しく表し
ている式を選ぶ

コンパスを使った平行四辺形のかき方につい
て，用いられている平行四辺形の特徴を選ぶ

８ｍ
2
に１６人いるＡの部屋について，１ｍ

2
当た

りの人数を求める式を書く

割合が１より小さい場合でも，比
較量の求め方が（基準量）×（割
合）になることを理解している

四則の混合した式の意味について
理解している

体積の単位（１cm
3
 ）と測定につ

いて理解している

立体図形とその見取図の辺や面の
つながりや位置関係について理解
している

円周の長さを，直径の長さを用い
て求めることができる

作図に用いられている図形の約束
や性質を理解している

二つの数量の関係を□，△などの
記号を用いて式に表すことができ
る

分数の相等及び大小について理解
している

二つの数量の関係について，単位
量当たりの大きさを調べる場面と
図とを関連付けることができる

単位量当たりの大きさの求め方を
理解している

１cm
3
の立方体を基に，示された直方体の体積を

求める

直径６cmの円の円周を求める式と答えを書く

答えが１００－２０×４の式で求められる問題
を選ぶ

縦５cm，横１１cm，高さ４cmの直方体の面 に
なる四角形を選ぶ

減法と乗法の混合した整数の計算
をすることができる

８ｍ
2
に１６人いるＡの部屋の様子を表している

図を選ぶ

示された分数の中から，１／２より大きいもの
を選ぶ

示された図を基に，青いテープの長さが白い
テープの長さ（８０ｃｍ）の０．４倍に当たる
ときの青いテープの長さを求める式を選ぶ

示された図を基に，赤いテープの長さが白い
テープの長さ（８０ｃｍ）の１．２倍に当たる
ときの赤いテープの長さを求める式を選ぶ

割合が１より大きい場合，比較量
の求め方が（基準量）×（割合）
になることを理解している

異分母の分数の加法の計算をする
ことができる

商が小数になる除法の計算をする
ことができる

１／３＋２／５ を計算する

１００－２０×４ を計算する

２÷５ を計算する

平均正答率が全国以上の設問数

平均正答率が全道以上の設問数

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数

２／１７問

６／１７問

２／１０問
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 小学校 [算数Ａ：主として知識]  

○設問番号 １(2) 

○出題の趣旨 「被乗数に空位のある整数の乗法の計算をすることができるかどうかをみる。」 

○問題 「計算する」 

 

 

 

 

＜正答＞  ５４１８     

 

※当別町の正答率95.0％、全国平均より2.2ポイント上回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 計算を用いる能力には、基礎的・基本的な計算の技能に習熟することや、計算を生活や学習に活

用することなどが含まれる。これまでに児童が身に付けてきた計算の技能は、生活や学習で必要と

なる計算の基になるものと共に、より複雑な計算を進めるための基になるものである。 

 指導に当たっては、計算の技能の習熟や維持を図るために、児童の学習状況をみながら適度の繰

り返し練習の機会を設けることが大切である。また、当該学年以降の学年においても必要に応じて

繰り返し（チャレンジテスト参加やドリル学習等）指導し、基礎的・基本的な計算の技能の習熟や

維持を図ることが大切である。 

(2) ９０３×６ 

○設問番号 ２(１) 

○出題の趣旨 「割合が１より大きい場合、比較量の求め方が（基準量）×（割合）になることを

理解しているかどうかをみる。」 

○問題 「示された図を基に、赤いテープの長さが白いテープの長さ（８０ｃｍ）の１．２倍に当

たるときの赤いテープの長さを求める式を選ぶ」 

 

＜正答＞  ３     

 

※当別町の正答率55.3％、 

全国平均より16.6ポイント下回っている。 

  

〈学習指導の改善ポイント〉 

 場面から数量の関係を捉え、乗法を適切に用いるこ

とが出来るようにする。割合（倍）が１より小さく、

比較量が基準量より小さい場面では、比較量を求める

ために乗法ではなく、除法を用いる誤りが多く見られ

る。 

そのため、乗法の意味についての理解を深め、このような場面でも乗法が用いられることを的確

に判断できることが大切である。 

 指導に当たっては、割合（倍）が整数である場

合の計算の考え方を基にして、情報意味を拡張し、

理解を深めることが大切である。 

例えば、右図のように、数直線を用いて 80ｃｍ

を１としたときに、２倍、３倍にあたる長さを乗

法で求められることを基に 1.5倍や 0.8倍にあた

る長さが、それぞれ80×1.5、80×0.8で求められ

ることを説明する活動を取り入れることが考えら

れる。 

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

 

◎全国と比べて正答率が低かった問題
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小学校 ［算数Ｂ：主として活用］

集計結果

13

数と計算 8

量と測定 5

図形 1

数量関係 5

算数への関心・意欲・態度 0

数学的な考え方 6

数量や図形についての技能 4

数量や図形についての知識・理解 3

選択式 4

短答式 4

記述式 5

設問別集計結果

数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

算

数

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

考

え
方

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

技

能

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
3A
(3)ア

○ ○ 90.8 93.8 94.6 0.7 0.3 0.3

１（２）

2A
(1)エ
3A
(3)ウ

4D
(3)ア

○ ○ 44.7 49.1 55.2 (15.60) 7.8 6.0

２（１）
4A
(3)
イエ

5B
(2)ア

○ ○ 75.2 79.9 82.5 3.5 3.4 3.0

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

二人の説明を基に，３７×２４の積が８８８に
なることを書く

示された計算のきまりを基に，異
なる数値の場合でも工夫して計算
する方法を記述できる

６・７月の水の使用量１５００ｍ
3
は，プールに

入る水の量２５０ｍ
3
の何倍かを求める式と答え

を書く

示された場面から基準量と比較量
を捉え，倍を求めることができる

１目盛りを５０ｍ
3
として学校の水の使用量の表

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

最大値に着目して，棒グラフの棒

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

示されたかけ算の中で積に同じ数字が並ぶもの
を選ぶ

示された場面から計算の結果の見
通しをもち，（２位数）×（１位
数）の筆算をすることができる

54.8

問題形式

63.5 64.7

59.8 62.2

評価の観点
43.2

44.8 49.7

47.0

58.0

36.9

52.0

48.1 56.5

59.6

45.7

47.8

74.5 76.2

64.6 65.7

52.7 56.2

37.0

69.3

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

56.0

53.4

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平均正
答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）当別町

　全体 55.2 58.2

学習指導要領の領域

北海道（公立） 全国（公立）

141 42,930 1,080,442

当別町教育委員会

58.1 61.3

53.6

49.3

対象児童数

分類

量と測定

図形

数量関係

数と計算

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

算数Ｂの基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題に関しては、当別町児童の平均正答率は

４９.３％で、全国平均の５８．２％より８．９ポイント下回り、全道平均の５５．２％より５．９ポイント下回る結

果となった。また昨年度の全国と当別町の差は－５．６ポイントで、３．３ポイント広がる結果となった。

２（２）
5B
(2)ア

3D
(3)ア

○ ○ 53.9 64.5 69.1 5.0 3.2 2.6

２（３）
5B
(2)ア

2D
(3)
3D
(3)ア
4D
(4)イ
5D
(4)

○ ○ 54.6 61.8 61.5 3.5 1.4 1.2

３（１）
3B
(3)イ

○ ○ 37.6 35.1 38.6 (9.20) 4.6 3.4

３（２）

1A
(1)キ
2A
(1)オ

○ ○ 45.4 54.2 56.7 4.3 2.3 1.8

３（３）

2B
(2)ア
5B
(4)ア

○ ○ 19.1 26.5 30.6 4.3 2.3 1.9

４（１）
1A
(1)イ

4D
(1)ア

○ ○ 51.8 59.7 62.2 (5.00) 2.1 1.7

４（２）
5A
(1)イ

○ ○ 43.3 55.1 60.5 (21.30) 15.2 12.1

５（１）
2C
(1)イ

○ ○ 59.6 64.6 65.7 7.1 6.1 5.2

５（２）
5A
(3)ア

○ ○ 41.1 44.1 46.1 (7.10) 4.3 3.5

５（３）
5A
(3)イ

5D
(3)

○ ○ 23.4 28.5 33.0 (22.00) 16.7 13.1

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

妹の身長を基に，妹の使いやすい箸の長さの求
め方と答えを書く

示された情報を整理し，筋道を立
てて考え，小数倍の長さの求め方
を記述できる

 のリズムを３回目に演奏するのは何小節目か
を書く

繰り返されるリズムの規則性（周
期）を見いだし，それを基に小節
数を求めることができる

二人の のリズムが重なる１２小節目の１２は
どのような数であるかを書く

二人のリズムが重なる部分を，公
倍数に着目して記述できる

畳の敷き方の約束を基に，残り４枚の長方形の
板を置いた図をかく

示された条件を基に，残った平面
に４つの長方形を敷き詰めること
ができる

示された分け方でスープを分けたとき，残りの
３０人にスープを分けることができるかどうか
を選び，そのわけを書く

示された情報を基に必要な量と残
りの量の大小を判断し，その理由
を記述できる

使いやすい箸の長さの目安を基に，一あた半の
長さを表している図を選ぶ

示された情報を解釈し，基準量の
１．５倍の長さを表している図を
選択することができる

６・７月の水の使用量が，１年間の水の使用量
の１／４より多いことを説明するために用いる
適当なグラフを選ぶ

全体と部分の関係を示すために用
いるグラフを選択することができ
る

昨年の昼食時間を見直したときに，今年は準備
の時間を何分間にすればよいかを書く

示された情報を基に，条件に合う
時間を求めることができる

４０人分のご飯を分けるとき，１０人分の目安
を正しく表している図を全て選ぶ

１０人分の量を基に４０人分の量
を相対的に捉え，その関係を表し
ている図を選択することができる

１目盛りを５０ｍ として学校の水の使用量の表
を棒グラフに表すとき，棒が縦２０マスの枠の
中に入らない月を選び，そのわけを書く

最大値に着目して，棒グラフの棒
を枠の中に表すことができない理
由を記述できる

平均正答率が全国以上の設問数

平均正答率が全道以上の設問数

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数 ６／１３問

０／１３問

１／１３問
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 小学校 [算数Ｂ：主として活用]  

○設問番号 １(１) 

○出題の趣旨 「示された場面から計算の結果の見通しをもち、（２位数）×（１位数）の筆算をす

ることができるかどうかをみる。」 

○問題 「計算と選択」 

 

 

 

 

 

 

＜正答＞  ３     

 

※当別町の正答率90.8％、全国平均より3.8ポイント下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 計算の結果の見通しをもつことは、大きな誤りを防ぐ上で大切である。例えば、本設問では、乗

数が３のときに積が111になり、乗数が6のときに積が222になることを元にすると、乗数がさら

に３増えて９の場合には積が 333になるという見通しをもつことができる。そして、この見通しに

基づいて、積が333になるということを実際に37×9の計算をすることで確かめることができる。 

指導に当たっては、低学年のうちから、見通しをもつことについて繰り返し指導することが大切

である。調査結果から、相当数の児童ができているが、方法や結果を見通したり、振り返り実習（、

ャレンジテスト参加やドリル学習等）など児童の実態に応じて指導する必要がある。 

(1) □の中に「7」、「8」、「9」を入れて計算し、積に同じ数字が並ぶかどうかを調べます。積に同じ数字が並ぶ

計算を、下の１から３までの中から１つ選んで、その番号を書きなさい。 

 

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

◎全国と比べて正答率が低かった問題 

 

○設問番号 ４(２) 

○出題の趣旨 「二人のリズムが重なる部分を、公倍数に着目して記述できるかどうかをみる。」 

○問題 「二人のリズムが重なる１２小節目の１２はどのような数であるかを書く」 

 

＜正答例＞  12は､４と６の最小公倍数です。    

 

※当別町の正答率43.3％、全国平均より17.2ポイン

ト下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 日常生活の事象を算数の内容と関連付け、学習し

た用語を用いて的確に表現できるようにすること

は、算数と日常生活との関わりについて興味・関心

を高める上で大切である。 

指導に当たっては、例えば、設問（２）を用いて、

児童の様々な表現を算数の用語を用いた表現に洗練

する活動が考えられる。具体的には「12は4小節を

3回して、6小節を2回すると重なるところです」と

いった表現を、算数で学習した用語を基に洗練する

場面を設け、最小公倍数等の用語を用いて表現し直

すことが考えられる。このような活動を通して、算

数の用語を用いると事象を簡潔に表現できるよさに

気づくことが大切である。 
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２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）

小学校：生活習慣

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は73％で、
全国より6.2ポイント低く、昨年度とほぼ同様の数値となっている。

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は95％で、
昨年度の調査より2ポイント多い。

96.6 

90.9 

104.0 

95.7 

101.0 

79.9 
89.5 

94.0 

70.9 
60

80

100

120

朝食を毎日食べる

毎日同じくらいの時刻

に寝る

毎日同じくらいの時刻

に

起きる

1日のテレビの視聴時
間

（１時間未満）

1日のテレビの視聴時
間

（2時間未満）

1日のゲームをする時
間

（1時間未満）

1日のゲームをする時
間

（2時間未満）

携帯やスマートフォン

の使用時間※ゲーム

を除く

（２時間未満）

月に３回以上図書館

に行く

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

60.3 31.2 7.1 1.4 当別町

「毎日、同じぐらいの時刻に起きている」

17.7 19.1 24.1 25.5 12.8 0.7 当別町

「普段(月曜日から金曜日)、１日あたりどれくらいの時間、テレビやビデオ、・
DVDを見たり、聞いたりしますか」(テレビゲームをする時間は除きます。)

【生活習慣】
1. 朝食を食べる習慣が微増した。就寝時刻のばらつきが多くなったも

のの、起床時刻は安定度を増しており、「早寝早起き朝ごはん」型の

生活習慣は定着している。

2. ＴＶやＤＶＤ・ビデオなどの視聴は減少傾向にあり、全国平均とほぼ

同様となった。しかしＴＶゲームや携帯式のゲーム時間は増加し、さ

らに携帯電話やスマートフォンでの通話やメール、インターネットが

使用状況の大幅な増加している。小学生の携帯電話・スマートフォン

の所有率が飛躍的に多くなっている。

3. 児童の図書館の利用率の減少がみられ、携帯電話やスマートフォ

ンなどの使用が多く、放課後や休日での「家庭での過ごし方」が、変

容をしてきている可能性があり、注視する必要がある。

85.1 

85.3 

88.1 

9.9 

9.1 

7.9 

4.3 

4.5 

3.2 

0.7 

1.1 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「朝食を毎日食べている」

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

34.0 

37.5 

37.4 

39.0 

40.5 

41.8 

20.6 

17.6 

17.0 

6.4 

4.4 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じぐらいの時刻に寝ている」

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

【生活】　　「月に１～３回程度」以上行くと答えた児童の割合は、30.4％で、全国よ
り12.5ポイントも低く、昨年度の調査より8.6ポイント減少した。

【生活】　２時間以上と答えた児童の割合は60.9％で、全国とほぼ同様である。

【生活】　２時間以上と答えた児童の割合は37.5％で、全国より7.2ポイント多く、昨
年度も全国より3.8ポイント多い。

【生活】　２時間以上と答えた児童の割合は14.2％で、全国より5.5ポイント多い。

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は91.5パー
セントで、全国とほぼ同様で、昨年度の調査より3.7ポイント多い。

9.9 

12.5 

8.9 

9.9 

10.3 

8.1 

17.7 

15.1 

13.3 

26.2 

24.9 

24.4 

24.8 

27.1 

31.8 

11.3 

9.9 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段(月曜日から金曜日)、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム(コン
ピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも

含みます。)をしますか」

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない 3 ２時間以上、３時間より少ない
4 １時間以上、２時間より少ない 5 １時間より少ない 6 全くしない
その他 無回答

60.3 

56.2 

58.0 

31.2 

33.2 

32.9 

7.1 

8.5 

7.3 

1.4 

2.1 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

2.1 

3.8 

2.7 

4.3 

2.9 

2.3 

7.8 

4.5 

3.7 

11.3 

7.3 

6.4 

8.5 

10.6 

10.4 

22.7 

23.0 

28.2 

43.3 

47.9 

46.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマート

フォンで通話やメール，インターネットをしますか（携帯電話やスマート

フォンを使ってゲームをする時間は除く）

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない 3 ２時間以上、３時間より少ない
4 １時間以上、２時間より少ない 5 １時間より少ない 6 全くしない
7 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他 無回答

17.7 

22.4 

19.8 

19.1 

18.6 

18.2 

24.1 

22.7 

23.3 

25.5 

23.3 

24.5 

12.8 

11.7 

12.6 

0.7 

1.3 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない 3 ２時間以上、３時間より少ない
4 １時間以上、２時間より少ない 5 １時間より少ない 6 全くしない

2.1

3.1

3.5

9.9

13

15.2

18.4

21.5

24.2

34.8

29.7

27.8

34.8

32.6

29.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本(教科書や参考書、漫画や雑誌は除
きます。)を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の
図書館にどれくらい行きますか。」

1 だいたい週に４回以上行く 2 週に１～３回程度行く 3 月に１～３回程度行く
4 年に数回程度行く 5 ほとんど、または、全く行かない その他
無回答
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小学校：家庭学習

【家庭学習】　１時間以上していると答えた児童の割合は43.2％で、全国より18.8ポ
イントも低く、昨年度の調査より21ポイントも少ない。

【家庭学習】　１時間以上していると答えた児童の割合は51.0％で、全国より4.9ポイ
ント低く、昨年度の調査より13.1ポイントも少ない。

69.7 91.2 

73.8 

130.8 
92.3 

185.1 

184.5 
89.5 

65

100

135

170

学校の授業時間以外

に、普段１日当たり１時

間以上勉強する

学校が休みの日に１時

間以上勉強する

学校が休みの日に

２時間以上勉強する

家で、自分で計画を

立てて勉強をしている

家で、学校の宿題をして

いる

家で、学校の授業の予

習をしている

家で、学校の

授業の復習をしている

学習塾（家庭教師含む）

に通っていない

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

34.0 35.5 22.0 8.5 当別町

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

79.4 11.3 8.5 0.7 当別町

家で、学校の宿題をしていますか

【家庭学習】

1. ［普段の日］や［休みの日］に家庭学習に１時間以上取り組んでいる

児童数は大幅に減少している。しかし、取り組んでいる内容では、『計

画を立ててやっている』は全国より18.5ポイント上回り、『宿題をやる』は

昨年度より9.5ポイント増加している。

2. 家庭での学習内容は、『予習』は全国より17.8ポイント上回り、『復習』

は全国より14.8ポイント上回る結果となった。

3. 家庭学習の質や量について改善を図る必要がある。

7.1 

6.2 

11.2 

9.9 

11.1 

14.6 

26.2 

34.1 

36.2 

41.8 

30.8 

25.2 

13.5 

14.4 

9.5 

1.4 

3.4 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの

時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教

わっている時間も含む）

1 ３時間以上 2 ２時間以上、３時間より少ない 3 １時間以上、２時間より少ない
4 ３０分以上、１時間より少ない 5 ３０分より少ない 6 全くしない
その他 無回答

5.0 

3.0 

6.4 

3.5 

4.0 

5.1 

9.2 

11.3 

12.5 

33.3 

33.1 

31.9 

47.5 

38.4 

33.4 

1.4 

10.1 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉

強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間

も含む）

1 ３時間以上 2 ２時間以上、３時間より少ない 3 １時間以上、２時間より少ない
4 ３０分以上、１時間より少ない 5 ３０分より少ない 6 全くしない
その他 無回答

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は
61.0％で、全国より17、8ポイント高く、昨年度の調査より10.3ポイント高い。

【家庭学習】　　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は
68.8％で、全国より14.8ポイント高く、昨年度の調査より7.4ポイント低い。

【家庭学習】　　塾に通っていない割合が61.8％で、全国より16ポイント高い。

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた児童の割合は
69.5％で全国より18.5ポイントも高く、昨年度の調査より8ポイント高い。

【家庭学習】　「している」と答えた児童の割合は79.4％で、全国より6.6ポイント低
く、昨年度の調査より9.5ポイント高い。

29.8 

20.0 

16.1 

31.2 

27.7 

27.1 

27.0 

35.0 

37.4 

12.1 

17.3 

19.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

家で、学校の授業の予習をしていますか

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

34.0 

28.6 

26.0 

35.5 

33.2 

35.0 

22.0 

28.0 

29.2 

8.5 

10.2 

9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

40.4 

29.9 

21.9 

28.4 

32.7 

32.1 

21.3 

25.5 

31.1 

9.9 

11.9 

14.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

家で、学校の授業の復習をしていますか

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

79.4 

80.5 

86.0 

11.3 

13.8 

10.5 

8.5 

4.6 

2.8 

0.7 

1.1 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

68.1

59.8

52.1

9.9

15.5

22.8

8.5

8.2

7.6

3.5

8

9.1

9.2

8.3

8.2

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか

1 学習塾に通っていない 2 学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している

3 学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している 4 ２，３の両方の内容を勉強してい

5 ２，３の内容のどちらともいえない その他

無回答
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小学校：自尊意識、規範意識、学校生活

【自己理解】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は73.1％で全国よりも3ポイント低く、昨年度の調査より4.5ポイント低い。

【自尊・規範】　　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割
合は、82.2％で全国より8.3ポイント低く、昨年度の調査より8.8ポイント低い。「決ま
りを守らない」が5％おり、全国全道の1パーセント台から見ると突出している。

103.4 

65.7 

89.1 

93.8 

104.5 

100.4 

96.5 

95.2 

60

80

100

120

自分にはよいところがあ

ると思う

学校のきまりを守ってい

る

友達との約束を守ってい

る

人の気持ちが分かる

人間になりたいと思う

いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだと

思う

人の役に立つ人間に

なりたいと思う

友達関係など何か悩みを

相談する相手がいる

先生は，あなたのよいと

ころを認めてくれていると

思う

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

60.3 31.2 7.8 0.7 当別町

友達との約束を守っていますか

69.5 22.7 5.0 2.8 当別町

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

【自尊意識、規範意識】

1. 『学校の決まりを守っていますか』が、全国との比較においても昨年

度の本町との比較においても8ポイント以上低下している。さらに『決ま

りを守らない』が全国全道では、1パーセント台なのに対し、本町の児

童の割合は5％と多い。

2. 学校・家庭・地域が一体となって児童に分かりやすく丁寧に指導して

行くことが、遵法意識の育成につながる。教育活動全般や地域・関係

機関の協力を得て、取組を強化していく必要がある。

【学校生活】

1. 学校生活を過ごす上で、出てきた悩みを『誰にも相談しない』が23.4%

と全国と比べても突出して多いことが心配される。

2. 『先生はあなたの良いところを認めていてくれている』は全国より3.8ポ

イント低い。自尊意識が生まれるような教師の関わり、配慮が必要。ま

た児童が学級・学校を安心して過ごせる場所として認識されているかを

点検し、温かい学級の雰囲気を醸成することが必要と思われる。

36.2 

31.0 

35.0 

36.9 

40.3 

41.1 

21.3 

19.7 

16.7 

5.7 

9.0 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

自分には、よいところがあると思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

26.2 

35.0 

39.9 

56.0 

53.2 

50.6 

12.8 

10.1 

8.2 

5.0 

1.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校のきまりを守っていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は91.5％で、全国より5.8ポイント低い。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は92.2％で、全国より2.2ポイント低く、昨年度の調査より3.3ポイント低い。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は95.7％で全国と同様で、昨年度の調査より2.2ポイント多い。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は91.4％で全国より2.6ポイント低く、昨年度の調査より7.4ポイント多い。

【学校生活】　「家の人（兄弟姉妹を含む）」が全国と共に突出して多いが、「誰にも
相談しない」が23.4％と多い。

【学校生活】　　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合
は75.9パーセントで、全国より3.8ポイント低い。

85.8 

82.3 

82.1 

9.9 

13.4 

14.3 

2.1 

3.0 

2.5 

2.1 

1.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

4 当てはまらない その他 無回答

60.3 

63.9 

67.7 

31.2 

32.4 

29.6 

7.8 

3.1 

2.2 

0.7 

0.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

72.3 

69.5 

72.0 

19.1 

23.3 

22.0 

5.7 

4.9 

4.0 

2.1 

2.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

4 当てはまらない その他 無回答

69.5 

71.8 

74.1 

22.7 

21.4 

20.3 

5.0 

4.7 

4.0 

2.8 

2.0 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

10.6

6.3

4.5

24.8

23.7

26.5

41.1

49.7

47.3

0

0.6

0.6

0

0.2

0.4

23.4

19.2

20.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校生活で、友達関係など何か悩みを抱えたら、誰に相談すること

が多いですか

1 先生 2 友達 3 家の人(兄弟姉妹を含みます。)
4 保健室の先生 5 スクールカウンセラー 6 誰にも相談しない
その他 無回答

30.5

34.2

35.9

45.4

43

43.8

19.1

16.5

14.9

5

6.1

5.3

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答
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小学校：国語の学習

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
58.1％で、全国とほぼ同様で、昨年度の調査より4.7ポイント低い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
89.4％で、全国より2.4ポイント低く、昨年度の調査より4.2ポイント低い。

111.4 
104.2 

112.6 

117.7 

129.8 115.8 

93.1 95.7 

83.8 

111.7 

80

100

120

国語の勉強が好き

国語の勉強は

大切だと思う

国語の授業の内容は

よく分かる

国語の授業で学習したこと

は、将来、社会に出たとき

に役に立つと思う

国語の授業で目的に応じ

て資料を読み、自分の考え

を話したり、書いたりしてい

る
国語の授業で意見などを

発表するとき、うまく伝わる

ように話の組み立てを工夫

している

国語の授業で自分の考え

を書くとき、考えの理由が

分かるように気を付けてい

る

国語の授業で文章を読む

とき、段落や話のまとまり

ごとに内容を理解しながら

読んでいる

今回の国語の問題で、解

答を文章で書く問題につい

て、最後まで解答を書こう

と努力した

読書が好き

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

37.6 

32.8 

33.4 

46.1 

46.5 

46.7 

12.1 

16.3 

15.5 

4.3 

4.4 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業の内容はよく分かりますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

63.1 

54.4 

53.6 

24.1 

32.7 

33.8 

9.9 

9.8 

9.7 

2.8 

3.1 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【国語】

1. 『国語は良く分かる』は全国ならびに昨年度の調査を上回る結果と

なったが、学力調査の得点には結びついてきていない。

2. 『最後まで回答を書こうと努力した』が全国より大幅に低く、途中で諦め

てしまう傾向が強いといえる。昨年度も同傾向であり、各学校で対策を

立て、取り組んできているところであるが、まだ成果となって現れていな

い。

3. 『読書が好き』と答えた児童は、全国より高い結果となったが、『授業で

文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでい

る』と答えた児童の割合が低い状況である。内容を理解しないままの読

書活動になっていないか、注意する必要がある。

25.5 

24.4 

22.9 

32.6 

35.5 

36.3 

29.1 

24.8 

26.5 

12.8 

15.2 

14.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の勉強は好きですか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

66.7 

64.9 

64.0 

22.7 

26.8 

27.8 

9.2 

5.9 

6.0 

1.4 

2.3 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の勉強は大切だと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
83.7％で全国より3.6ポイント高く、昨年度の調査より2.9ポイント高い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
87.2％で、全国と同様である。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
53.2％で、62.4％で、全国とほぼ同様である。昨年度の調査より6.0ポイント高い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
53.2％で、全国より5.3ポイント低く、昨年度の調査より1.3ポイント高い。

【国語】　『最後まで解答を書こうと努力した』が63.8％で、全国より12.3ポイント低
く、昨年度の調査とほぼ同様の結果になった。

【国語】　　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
73.0％で、全国と同様で、昨年度の調査と同様の結果になった。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
62.5％で、全国より8.2ポイント低く、昨年度の調査より8.0ポイント低い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
72.3％で、全国より3.5ポイント低く、昨年度の調査より7.2ポイント低い。

24.8 

18.5 

19.1 

37.6 

40.8 

42.3 

27.0 

32.3 

30.7 

10.6 

8.4 

7.8 

0.0 

0.1 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書

いたりしていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

22.0 

18.8 

19.0 

31.2 

39.1 

39.5 

36.2 

31.9 

31.6 

10.6 

10.1 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立

てを工夫していますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

27

28.4

29

35.5

40.7

41.7

27

24.2

23.1

10.6

6.7

6.1

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気

を付けて書いていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

33.3

34.7

34.8

39

40.6

41

20.6

19.2

18.8

7.1

5.3

5.2

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理

解しながら読んでいますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

63.8

72.7

76.1

34

24.7

21.3

1.4

2.2

2

0

0.3

0.4

0.7

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありました

が、どのように解答しましたか

1 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3 書く問題は全くしなかった

54.6

49.7

48.9

18.4

22.7

24.1

13.5

15.8

15.9

13.5

11.7

11

0

0

0.1

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

読書は好きですか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答
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小学校：算数の学習

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
70.3％で、全国より9.3ポイント低く、昨年度の調査より8.5ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
61.7％で、全国より4.4ポイント低く、昨年度の調査より6.3ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
92.9％で、ほぼ全国と同様であり、昨年度の調査とほぼ同様である。

97.9 

90.4 95.3 

99.4 

111.9 

112.6 
116.4 

117.9 

110.4 

109.2 

82.8 80

100

120
算数の勉強が好き

算数の勉強は大切だと思う

算数の授業の内容はよく分かる

算数の授業で学習したことは、将来、

社会に出たときに役に立つと思う

算数の授業で新しい問題に出合った

とき、解いてみたいと思う

算数の問題の解き方が分からないと

きは、諦めずにいろいろな方法を考

えている

算数の授業で学習したことを普段の

生活の中で活用できないか考えてい

る

算数の授業で問題を解くとき、もっと

簡単に解く方法がないか考えている

算数の授業で公式やきまりを習うと

き、そのわけを理解するようにしてい

る

算数の授業で問題の解き方や考え

方が分かるようにノートに書いている

算数の問題で、言葉や数、式を使っ

て、わけや求め方を書く問題につい

て最後まで解答を書こうと努力した

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

58.2 

50.7 

52.0 

18.4 

24.9 

25.3 

12.8 

15.7 

15.2 

10.6 

8.6 

7.3 

0.0 

0.1 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思

いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

42.6 

42.0 

44.7 

27.7 

34.8 

34.9 

23.4 

16.9 

14.9 

5.7 

6.2 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業の内容はよく分かりますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

65.2 

63.4 

65.6 

20.6 

23.8 

23.4 

9.9 

9.1 

7.9 

3.5 

3.6 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

【算数】

1. 『新しい問題に出会ったときに解いてみたい』という意欲は全国と同程度の結果となった。しか

し、『言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題がありましたが、どのように解答しまし

たか』の問いに「途中で諦めたりしたものがあった」と回答した児童が多く、「粘り強さ」が弱く、諦

めてしまう傾向が見受けられる、学力調査における無回答率が多い結果につながっていると推

察される。

2. 分かるために記載しているノートに不十分さが見受けられ、ノート指導を１年生から６年生まで

学年段階に応じて、系統立てた指導の継続が必要と思われる。

37.6 

38.0 

38.4 

24.1 

26.0 

27.7 

22.7 

19.5 

19.3 

15.6 

16.4 

14.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の勉強は好きですか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

65.2 

70.9 

72.1 

27.7 

20.2 

20.2 

5.7 

5.8 

5.1 

0.7 

3.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の勉強は大切だと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
85.8％トで、全国より3.2ポイント低い。昨年度の調査より1.2ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
76.6％で、全国とほぼ同様であり、昨年度の調査より6.7ポイント高い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
63.1％で、全国より3.2ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
71.6％で、全国より6.5ポイント低く、昨年度の調査より4.7ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
80.2％で、全国とほぼ同様であり、昨年度の調査より3.1ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
76.6％で、全国より6.8ポイント低く、昨年度の調査より8.0ポイント低い。

【算数】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は
75.9％で、全国より3.5ポイント低く、昨年度の調査より7.4ポイント低い。

【算数】　『最後まで解答を書こうと努力した』が66.0％で、全国より13.7ポイント低
く、昨年度の調査より5.8ポイント低い。

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

48.2 

41.1 

42.8 

23.4 

34.7 

35.3 

19.9 

18.3 

16.6 

8.5 

5.8 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を

考えますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

1 2 3 
4 当てはまらない その他 無回答

38.3

29.9

32.9

24.8

31.7

33.4

27.7

26.2

23.9

8.5

12

9.6

0

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

53.9

44.4

45.7

22

32.9

33.7

17

16.6

15.2

7.1

6

5.1

0

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え

ますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

51.1

46.9

46.3

29.1

34

35

16.3

14.6

14.3

3.5

4.3

4.1

0

0

0.1

0

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにし

ていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

58.2

51.8

53.3

18.4

29.9

30.1

15.6

13.7

12.5

7.8

4.4

3.8

0

0

0.1

0

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いて

いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

66.0 

76.1 

79.7 

31.9

21.6

18.1

2.1

1.9

1.6

0

0.2

0.3

0

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)
全国(公立)

今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め

方などを書く問題がありましたが、どのように解答しましたか

1 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3 書く問題は全くしなかった
その他
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Ⅲ 中学校の分析 

１） 学力調査 

 

１ 教科ごとの傾向 

【国語】 
 国語Ａ及び国語Ｂについては、全国平均を上回る結果となりました。 

 国語Ａでは「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す

る事項」の領域で、全国を上回る結果となり、特に、漢字の読み書き等の基礎を大切に

取り組んできた成果が現れたと分析されます。 

 国語Ｂはすべての領域で全国を上回る結果となりました。国語Ａと同様「書くこと」に

顕著な成果が現れています。 

【数学】 

 数学Ａは全国平均を下回り、数学Ｂは全国平均を上回る結果となりました。 

 数学Ａでは、昨年度より全国との差が広がる結果となり、特に「関数」の領域での落ち

込みがみられております。 

 数学Ｂでは「資料の活用」を除く領域において、全国平均より高い状況がみられ、「数と

式」の領域では、全国より４．６ポイント高い結果となりました。 

 

  

 

 

２ 教科ごとの平均正答率と平均正答数 

 

 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

平均正答率 
平均正答数 

と問題数 
平均正答率 

平均正答数 

と問題数 
平均正答率 

平均正答数 

と問題数 
平均正答率 

平均正答数 

と問題数 

当別町 80.9 (25.9/32) 51.6 (4.6/9) 65.6 (23.6/36) 60.7 (9.1/15) 

北海道(公立) 79.4 (25.4/32) 49.9 (4.5/9) 66.0 (23.8/36) 59.4 (8.9/15) 

 石狩管内 80.3 (25.7/32) 51.9 (4.7/9) 67.5 (24.3/36) 61.7 (9.3/15) 

全国(公立) 79.4 (25.4/32) 51.0 (4.6/9) 67.4 (24.3/36) 59.8 (9.0/15) 

全国との差 ＋1.5 (+0.5/32) ＋0.6 (+0.0/9) ▲1.8 (-0.7/36) ＋0.9 (+0.1/15) 

 

※( )内の平均正答数と問題数欄は分子が平均正答数で、分母が問題数として記載 

※平均正答率･･･平均正答数を百分率で表示。国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂごとの平均正答率は、それぞれの平均正答数を

設問数で割った値の百分率(概数)。 
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全教科チャート図

70

80

90

100

110

国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

国語Ｂ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学Ａ（数と式）数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

 

３ 全国平均を基準(100)とした場合の領域ごとの正答率 

 

 教科の領域別に全国を100とした場合の状況をレーダーチャートで示したものです。 

 (当別町生徒の平均正答率÷全国(公立)の平均正答率×100で算出) 
  国語Ａ (話

すこと・聞

くこと) 

国語Ａ (書
くこと) 

国語Ａ (読
むこと) 

国語Ａ (伝
統的な言語

文化と 
国語の特質

に関する事

項) 

国語Ｂ (書
くこと) 

国語Ｂ (読
むこと) 

国語Ｂ (伝
統的な言語

文化と 
国語の特質

に関する事

項) 

数学Ａ (数
と式) 

数学Ａ (図
形) 

数学Ａ (関
数) 

数学Ａ (資
料の活用) 

数学Ｂ (数
と式) 

数学Ｂ (図
形) 

数学Ｂ (関
数) 

数学Ｂ (資
料の活用) 

問題数 4/32 6/32 5/32 17/32 3/9 8/9 4/9 12/36 12/36 8/36 4/36 3/15 5/15 5/15 2/15 

当別町 102.5 100.1 98.8 103.4 105.9 101.2 100.9 96.6 98.8 95.9 98.5 105.4 100.5 101.6 97.1 

北海道 

(公立) 
100.3 99.4 98.9 100.4 95.6 97.4 97.4 97.8 98.0 98.1 98.6 97.4 99.3 100.9 96.8 

全 国 

(公立) 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合 

 
全国の下位約 25％と

同じ正答数の範囲に

含まれる生徒の割合 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 当別町 全道 全国 

21.7％ 24.0％ 23.9％ 20.6％ 23.1％ 21.5％ 21.7％ 26.6％ 24.2％ 20.6％ 28.7％ 27.5％ 

32問中22問以下 9問中2問以下 36問中18問以下 15問中6問以下 

全国との差 2.2 少ない 0.9 少ない 2.5 少ない 6.5 少ない 

 

 

 

 

 

 

当別町

20.6%

当別町

21.7%
当別町

20.6%

当別町

21.7%

全道

28.7%
全道

26.6%全道

23.1%

全道

24.0%

全国

27.5%全国

24.2%全国

21.5%

全国

23.9%

0%

10%

20%

30%

国語A 国語B 数学A 数学B
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５　各教科に関する調査結果および問題と改善ポイント

中学校 ［国語Ａ：主として知識］

集計結果

32

話すこと・聞くこと 4

書くこと 6

読むこと 5

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 17

国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 4

書く能力 6

読む能力 5

言語についての知識・理解・技能 17

選択式 20

短答式 12

記述式 0

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
２
ウ

○ ○ 81.8 78.1 78.6 0.0 0.1 0.2

１二
１
エ

○ ○ 77.0 80.6 80.3 0.0 0.1 0.2

２一
２
ウ

○ ○ 89.1 91.3 90.9 0.0 0.1 0.2

２二
２
エ

○ ○ 81.2 79.0 79.8 10.9 9.8 9.2

３一
１
ウ

○ ○ 89.1 91.2 91.9 0.0 0.1 0.2

３二
１
ア

○ ○ 82.4 80.6 79.8 0.0 0.1 0.2

３三
２
イ

○ ○ 77.0 77.3 79.1 0.0 0.3 0.4

４一
１
イ

○ ○ 93.9 92.6 92.6 0.6 0.2 0.4

４二
１
エ

○ ○ 81.8 81.2 80.5 5.5 3.0 3.1

５一
２
ア

○ ○ 78.2 76.4 78.2 0.0 0.3 0.4

５二
２
イ

○ ○ 83.0 84.4 85.6 0.0 0.3 0.5

６一
２
オ

○ ○ 63.0 55.7 54.3 4.8 5.9 5.9

６二
１
オ

○ ○ 74.5 75.5 76.0 0.0 1.1 1.2

７一
２
ア

○ ○ 85.5 83.7 84.6 0.0 0.4 0.6

７二
２
オ

○ ○ 69.7 69.8 72.1 0.0 0.8 1.0

８一１
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 53.3 53.2 57.6 9.7 14.9 12.3

８一２
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 60.6 57.4 59.5 2.4 3.2 3.3

８一３
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 83.0 75.0 73.6 6.1 11.3 10.9

８二１
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 81.2 77.5 77.0 4.2 6.8 7.7

８二２
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 92.7 92.4 88.6 0.6 2.8 4.1

８二３
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 94.5 95.8 95.2 0.6 0.9 1.3

８三ア
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 59.4 57.2 59.2 0.0 0.7 1.0

８三イ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 97.6 96.4 96.2 0.0 0.4 0.6

８三ウ
２(１)
イ(イ)

○ ○ 83.0 80.0 80.8 0.0 0.6 0.8

８三エ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 89.7 90.1 89.5 0.0 0.5 0.7

８三オ
２(１)
イ(ア)

○ ○ 95.8 93.0 93.0 0.0 0.6 0.8

８三カ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 93.3 88.5 86.3 0.0 0.8 1.1

８三キ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 93.3 93.0 92.1 0.6 0.8 1.0

８四
２(１)
イ(イ)

○ ○ 64.2 59.1 59.9 10.9 12.5 12.3

８五１
１(１)
ア(ア)

○ ○ 89.1 85.9 80.3 2.4 5.5 7.0

８五２
２(１)
ア(イ)

○ ○ 77.6 70.1 71.0 6.1 8.3 9.0

８六
１(２)
ア

○ ○ 74.5 78.3 77.6 0.0 1.4 1.6

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

無解答率(％)

1,017,965

83.4

82.9

80.9 79.479.4

78.7

83.2

81.4

82.0

83.482.9

81.9 82.0

79.0

83.5

72.5

問題形式

73.1

72.3

81.4

82.9

設問番号

評価の観点

73.5

学習指導要領の領域等

設問の概要 出題の趣旨

評価の観点

74.1

81.9

76.9

79.0

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平
均正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

正答率(％)

全国（公立）

72.3

区分
当別町

分類

問題形式

82.9

対象生徒数
当別町教育委員会

165

北海道（公立） 全国（公立）

41,769

学習指導要領の領域等

対象設問数
（問）

全体

北海道（公立）

平均正答率(％)

83.5

74.1 72.5

82.9

78.7

83.4

仲直りができてうれしい主人公の気持ちを印象深く伝え
るために書き換える

語句や文の使い方に注意して，伝えた
い心情にふさわしい言葉に書き換える

主人公が「素通りが出来なくなる」と思った理由として
適切なものを選択する

登場人物の心情や行動に注意して読
み，内容を理解する

「ひとしくおれの方を見た」の意味として適切なものを
選択する

文脈の中における語句の意味を理解す
る

フリップの効果を説明したものとして適切なものを選択
する

目的に応じて，資料を効果的に活用し
て話す

報告の内容を踏まえた質問として適切なものを選択する
必要に応じて質問し，足りない情報を
聞き出す

主人公の気持ちの変化にふさわしい空の描写として適切
なものを選択する

心情が相手に効果的に伝わるように,
描写を工夫して書き加える

「動物」と「外界のもの」との組合せとして適切なもの
を選択する

抽象的な概念を表す語句が示すものに
ついて理解する

「次々に簡略化していった」理由を説明したものとして
適切なものを選択する

文章全体と部分との関係を考え，内容
を理解する

二人の発言を聞いて，意見の相違点を整理する
目的に沿って話し合い，互いの発言を
検討する

生徒の落書きを見たときの主人公の心情を説明したもの
として適切なものを選択する

登場人物の言動の意味を考え，内容を
理解する

ウェブページの項目として適切なものを選択する
集めた材料を分類するなどして整理す
る

主語を置き換えて行事の記録を書き直す
叙述の仕方などを確かめて，適切に書
き換える

漢字を書く（地域の人をショウタイする）

文脈に即して漢字を正しく書く
漢字を書く（円のハンケイを求める）

漢字を書く（計画を行動にウツす）

漢字を読む（アユの稚魚を放流する）

文脈に即して漢字を正しく読む
漢字を読む（このホールは音響効果が良い）

漢字を読む（新記録に挑む）

話合いの方向を捉えた司会の役割として適切なものを選
択する

話合いの方向を捉えて司会の役割を果
たす

文章を書くために使った付箋として適切なものを選択す
る

多様な方法で材料を集めながら考えを
まとめる

文章の構成を変える理由として適切なものを選択する
書いた文章について意見を交流し，文
章を書き直す

適切な語句を選択する（よい結果を早く出したいとき
は，急がば回れといわれるように，かえって慎重に議論
を進めるべきだ）

語句の意味を理解し，文脈の中で適切
に使う

適切な語句を選択する（先のことは分からないが，とり
あえず準備だけはしておこう）

適切な語句を選択する（地域の伝統的な文化を継承す
る）

適切な語句を選択する（笑い声が満ちている家には幸運
が訪れることを，「笑う門には福来たる」という）

適切な敬語を選択する（お客様，私が校内をご案内しま
す）

適切な語句を選択する（あの人は，単刀直入にものを言
う）

適切な語句を選択する（忙しい兄は，休日にのびのびと
羽を伸ばす）

文字を書く際に生かしたアドバイスとして適切なものを
選択する

文字の大きさ，配列などに注意して書
く

国語辞典で調べたことを基に，語句の意味を書く（英気
を養う）

辞書を活用して，語句の意味を適切に
書く

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す
（まうけて）

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直し
て読む

古文に当てはまる言葉を昔話の中から抜き出す
古典と昔話とを対応させて内容を捉え
る

平均正答率が全国以上の設問数 ２２／３２問

平均正答率が全道以上の設問数 ２２／３２問

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数 ０／３２問

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

国語Ａの基本的な知識・技能が身に付いているどうかをみる問題に関しては、当別町生徒の平均正答率は８０．９％

で、全国・全道平均の７９．４％より１．５ポイント上回る結果となった。また昨年度の全国と当別町の差は－２．３

ポイントで、３．８ポイント上昇し、全国を上回る結果となった。
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 中学校 [国語Ａ：主として知識]  

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

 

◎全国と比べて正答率が低かった問題 

 
 

○設問番号 ８一１ 

○出題の趣旨 「文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。」 

○問題 「漢字を書く」 

＜正答＞  招待     

 

 

※当別町の正答率53.3％、全国平均より4.3ポイント下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

「招」については、「紹」、「召」などという誤答が見られ、「待」については、「持」、「対」などとい

う誤答が見られた。漢字を書くことの指導においては、漢字の字形や画数、読みや意味などの基本

的な事項を確実に指導する必要がある。その際、字形の似ている漢字のそれぞれの意味を理解させ

るとともに、部首との関連や、熟語や文中でどのような意味で用いられているかを確認させること

が大切である。 

○設問番号 ８三 

○出題の趣旨 「語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことができるかどうかをみる。」 

○問題 「適切な語句を選択する」 

 

＜正答＞ ア＝３、イ＝１、ウ＝３、 

エ＝４、オ＝２、カ＝２、キ＝１ 

 

※当別町正答率は７問の平均が87.4％ 

全国は85.3％で2.1ポイント上回っている。 

 ※７問全問が全国、全道を上回る結果となった。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

[正答の解説] 

ア～「時間がかかっても安全確実な方法をとったほうが、結局は

目的を早く達する。」という意味を持つ「急がば回れ」が正答

である。 

イ～「さしあたって」という意味を持つ「とりあえず」が正答で

ある。 

ウ～「受けつぐ」という意味を持つ「継承」が正答である。 

エ～「笑いが満ちた明るい家庭には自然に幸福が訪れることのた

とえ」である「笑う門には福来たる」が正答である。 

オ～「案内する」の謙譲語である「ご案内します」が正答である。 

カ～「前置きなしにいきなり本題に入る」という意味をもつ「単

刀直入」が正答である。 

キ～「抑圧された状態から自由になり、思うように振る舞う」と

いう意味をもつ「羽を伸ばす」が正答である。 

 語句についての理解を深めるためには、語句の辞書的な意味を基に

して、話や文脈の中での意味を捉えることが大切である。そのために

は、話や文章の中で実際に使われている語句の意味を考え、似た意味

を表す別の言葉に言い換えてみるなどの学習活動が有効である。ま

た、語感を磨き語彙を豊かにするためには、例えば、類義語を取り上

げ、使う場面や伝えたい内容を考えた上で適切に使い分けたり、「こ

とわざ辞典」を活用し、実際に話や文章の中でことわざや慣用句等を

使ったりするなどの学習活動が効果的である。 

一 文中のカタカナを漢字に直し、楷書でていねいに書きなさい。 

 １ 地域の人をショウタイする。 
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中学校 ［国語Ｂ：主として活用］

集計結果

9

話すこと・聞くこと 0

書くこと 3

読むこと 8

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 4

国語への関心・意欲・態度 3

話す・聞く能力 0

書く能力 3

読む能力 8

言語についての知識・理解・技能 4

選択式 6

短答式 0

記述式 3

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
１(１)
イ(オ)

○ ○ 66.7 65.9 65.3 0.0 0.2 0.3

１二
２
エ

○ ○ 57.6 57.2 58.9 0.0 0.3 0.4

１三
２
オ

２
ウ

１(１)
イ(オ)

○ ○ ○ ○ ○ 47.9 45.9 48.2 1.8 4.4 3.4

２一
１
イ

○ ○ 32.7 30.3 31.4 0.0 0.4 0.6

２二
１
カ

○ ○ 63.0 60.1 60.9 0.0 0.5 0.7

２三
１
ウ

２
オ

○ ○ ○ ○ 32.7 27.5 28.4 15.8 18.5 16.0

３一
１
カ

○ ○ 49.7 52.8 52.0 0.0 0.5 0.7

３二
２
イ

２(１)
ア(イ)

○ ○ ○ 64.8 65.4 67.2 0.0 0.6 0.8

３三
１
ウ

２
エ

２(１)
ア(ア)

○ ○ ○ ○ ○ 49.7 44.2 46.5 9.7 9.8 8.6

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

演者が顔を向ける方向として適切なものを選択す
る

本や文章から，目的に応じて必要
な情報を読み取る

殿さまの言葉が表す殿さまの姿として適切なもの
を選択する

落語に登場する人物の言動の意味
を考え，その姿を想像する

落語の演じ方を選択し，なぜそのように演じるの
かを，本文を根拠に殿さまの気持ちを想像して書
く

落語に表れているものの見方や考
え方について，根拠を明確にして
自分の考えを書く

本とインターネットの内容を比較したときの説明
として適切なものを選択する

複数の資料を比較して読み，要旨
を捉える

本やインターネットの内容から答えが得られるも
のとして適切なものを選択する

複数の資料から必要な情報を読み
取る

水の中に浸すと，切手をきれいにはがすことがで
きる理由を書く

資料から適切な情報を得て，伝え
たい事実や事柄が明確に伝わるよ
うに書く

標語に使用されている表現の技法として適切なも
のを選択する

表現の技法について理解する

標語から伝わってくるメッセージを書く際に気を
付けたこととして適切なものを選択する

文章に表れているものの見方につ
いて，自分の考えをもつ

ノートを基に，標語から伝わってくる〈メッセー
ジ〉と〈表現の工夫とその効果〉を書く

文章の構成や表現の仕方などにつ
いて，根拠を明確にして自分の考
えを書く

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

165 41,765 1,018,157

49.2

当別町

43.4

51.6

学習指導要領の領域等

57.3

分類

対象生徒数

39.2 41.0

56.8

39.2 41.0

正答率(％)

49.8

43.4

49.8

55.3

47.9

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）

全体 49.9 51.0

対象設問数
（問）

区分

問題形式

39.2 41.0

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平
均正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

設問の概要 出題の趣旨

問題形式

設問番号

評価の観点

評価の観点

無解答率(％)

43.4

43.4

55.8

57.3

39.2 41.0

47.9 49.2

55.3 56.8

55.3 55.9

学習指導要領の領域等

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数 ０／９問

平均正答率が全国以上の設問数 ５／９問

平均正答率が全道以上の設問数 ７／９問

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

国語Ｂの基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題に関しては、当別町生徒の平均正答率は５

１．６％で、全国平均の５１．０％より０．６ポイント上回り、全道平均の４９．９％より１．７ポイント上回る結果と

なった。また昨年度の全国と当別町の差は－５．０ポイントで、５．６ポイント上昇し全国を上回る結果となった。
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 中学校 [国語Ｂ：主として活用]  

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

 

○設問番号 ２三 

○出題の趣旨 「資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと

ができるかどうかをみる。」 

○問題 「水の中に浸すと、切手をきれいにはがすことができる理由を書く」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例＞  

・ 切手を水に浸すことで、固体となっていたのりが液体となり、アンカー効果がなくなるから。（43

字） 

・ 切手ののりが液体になり、アンカー効果を失うから。（25字） 

・ 水にしばらく浸すと切手ののりの部分が固体から液体になる。その結果、アンカー効果がなく

なるから。（48字） 

・ アンカー効果で物をくっつけていた接着剤が、水に浸されると液体になるから、切手がはがれ

る。（45字） 

 

 ※当別町の正答率32.7％、全国平均より4.3ポイント上回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

内容が正確に伝わるように説明する。本や文章を読んで得られた知識は、他の人に向けて説

明することで一層明確になるとともに定着が図られる。説明する際には、複数の情報を正確に

理解し、相手や目的に応じて取捨選択したり関係付けたりして、説明する内容を適切に表現す

ることが求められる。その際、以下の二点を意識するように指導することが大切である。 

・本や資料から得た情報を正確に理解して整理しているか 

・伝えたい内容を正確かつ分かりやすく述べているか 

生徒が書いたものを適切に評価する。言語活動に取り組ませる際には、評価規準を具体的に

設定し、生徒が表現した内容が適切であるかどうかを判断し、必要に応じて指導を加えること

が大切である。また、定期テスト等において、教科書で学習した文章とは違う文章で、身に付

けた能力が定着しているかどうかを確認することも重要である。 
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 中学校 [国語Ｂ：主として活用]  

◎全国と比べて正答率が低かった問題 

 

○設問番号 ３一 

○出題の趣旨 「本や文章から、目的に応じて必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。」 

○問題 「演者が顔を向ける方向として適切なものを選択する」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

一、  線部①「なに、これがさんまと申すか。」、  線部②「いいえ、さんまに相違ございませ

ん」とありますが、この部分を落語で演じる場合、演者はそれぞれ、顔をどちらの方向に向け

て話しますか。【落語を紹介する本の一部】を参考にして、次の１から４までのうち、最も適切

なものを一つ選びなさい。 

１、①上手  ②上手     ２、①上手  ②下手 

３、①下手  ②上手     ４、①下手  ②下手 

 

＜正答＞  ３  ※当別町の正答率49.7％、全国平均より2.3ポイント下回っている。 

 

【落語を紹介する本の一部】の「人物の演じ分け」の項目には、「相手の立場が下なら下手に向かっ

て話す」、「相手の立場が上なら上手に向かって話す。」ことが写真とともに示されている。本設問で

示した－線部①は、殿様の言葉であることから「下手」に向かって話し、－線部②は、家来の言葉

であることから「上手」に向かって話すことが適切である。 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 中学校における古典の指導は、生徒が古典に親しむことを狙いとしている。そのため、古典を学

習する際には、古典の原文に加えて、古典について解説した文章などを取り上げることが効果的で

ある。また、落語や歌舞伎、狂言などの伝統芸能に触れて、演じ方に興味をもったり、情景や人物

について想像を広げたりすることなども、古典に一層親しむことにつながる。伝統芸能に触れる方

法としては、音声や映像メディアの活用なども考えられる。 

 指導に当たっては、「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力、判断力、表現力等の育成に向

けて～【中学校版】」国語－５も参考になる。 
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中学校 ［数学Ａ：主として知識］

集計結果

36

数と式 12

図形 12

関数 8

資料の活用 4

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 0

数学的な技能 15

数量や図形などについての知識・理解 21

選択式 18

短答式 18

記述式 0

設問別集計結果

数

と

式

図

形

関

数

資

料

の

活

用

数

学

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

見

方

や

考

え

方

数

学

的

な

技

能

数

量

や

図

形

な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
小６
(１)イ

○ ○ 83.5 82.3 85.8 2.4 3.5 2.8

１（２）
１(１)
ウ

○ ○ 51.8 65.4 70.7 1.2 1.5 1.5

１（３）
１(１)
ア

○ ○ 70.1 80.1 81.0 8.5 7.3 5.9

１（４）
１(１)
ア,エ

○ ○ 92.1 89.4 91.1 1.8 2.5 2.3

２（１）
１(２)
エ

○ ○ 33.5 41.0 45.2 8.5 11.4 11.1

２（２）
２(１)
ア

○ ○ 90.9 90.1 90.7 1.2 2.5 2.4

２（３）
２(１)
イ

○ ○ 89.0 81.7 82.6 3.0 6.1 5.9

２（４）
２(１)
イ

○ ○ 91.5 90.0 91.2 0.0 0.3 0.4

３（１）
１(３)
イ

○ ○ 90.9 89.8 89.7 0.0 0.5 0.6

３（２）
１(３)
ウ

○ ○ 63.4 58.4 59.5 11.6 13.0 12.4

３（３）
２(２)
ウ

○ ○ 74.4 73.4 74.1 0.6 1.3 1.0

３（４）
２(２)
ウ

○ ○ 67.1 66.3 67.2 5.5 10.4 10.0

４（１）
小６
(１)イ

○ ○ 98.2 94.1 93.8 0.0 2.4 2.5

４（２）
１(１)
ア

○ ○ 50.6 56.6 56.0 0.0 0.6 0.7

４（３）
１(１)
イ

○ ○ 43.9 41.9 42.5 0.0 0.4 0.6

５（１）
１(２)
ア

○ ○ 79.9 79.2 81.0 0.6 4.9 4.2

５（２）
１(２)
イ

○ ○ 87.2 84.4 84.8 0.6 0.4 0.5

５（３）
１(２)
イ

○ ○ 67.1 66.8 67.7 3.7 7.9 7.4

５（４）
１(２)
ウ

○ ○ 31.1 34.9 38.7 0.0 0.6 0.7

６（１）
２(２)
ウ

○ ○ 65.2 58.9 61.7 0.0 0.5 0.6

６（２）
２(１)
ア

○ ○ 76.8 71.3 73.4 0.0 0.8 1.0

６（３）
２(１)
イ

○ ○ 32.3 45.5 47.8 0.0 0.8 1.0

７
２(２)
ウ

○ ○ 78.0 72.8 73.1 0.0 0.7 0.9

８
２(２)
イ,ウ

○ ○ 76.8 74.8 75.8 4.3 8.0 7.2

９
１(１)
ア

○ ○ 31.1 34.3 35.8 10.4 18.9 17.9

１０（１）
１(１)
エ

○ ○ 53.0 53.9 56.7 11.0 14.1 13.0

１０（２）
１(１)
イ

○ ○ 76.8 74.8 75.9 0.0 0.9 1.1

１０（３）
１(１)
エ

○ ○ 54.9 58.6 60.4 1.2 1.3 1.5

１０（４）
１(１)
エ

○ ○ 34.1 43.7 45.7 0.6 1.5 1.7

１１（１）
２(１)
イ

○ ○ 52.4 49.9 47.3 1.8 1.4 1.8

１１（２）
２(１)
イ

○ ○ 77.4 74.8 75.1 1.2 1.2 1.4

１２
２(１)
ウ

○ ○ 64.6 65.3 66.7 1.8 2.3 2.5

１３（１）
１(１)
ア

○ ○ 37.2 42.0 42.7 15.2 18.0 16.7

１３（２）
１(１)
ア

○ ○ 50.6 54.8 52.0 1.8 1.7 1.8

１４（１）
２(１)
ア

○ ○ 85.4 76.8 76.6 1.8 1.9 2.0

１４（２）
２(1)
ア

○ ○ 59.8 59.4 65.1 8.5 12.6 10.6

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

出題の趣旨設問の概要

評価の観点

66.3 68.2

正答率(％) 無解答率(％)

70.4

66.0

66.4

59.1

58.0

58.3

学習指導要領の領域

55.6

63.6

68.5

65.1

56.9

問題形式

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

平均正答率(％)対象設問数
（問）

58.2

65.6 66.0

1,018,328

評価の観点

全体

65.1

対象生徒数
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

２×(－５
２
) を計算する

指数を含む正の数と負の数の計算ができ
る

－７の絶対値を書く 絶対値の意味を理解している

164 41,772

全国（公立）

66.8

63.6 64.4

北海道（公立）当別町

65.6

区分

67.4

分類

学習指導要領の領域

74.8 75.7 77.4

66.2

問題形式

設問番号

67.7

一元一次方程式 ( x－１)/３＝２ を解く 分数を含む一元一次方程式を解くことが
できる

連立二元一次方程式をつくるために着目する数量を選び，
式で表す

着目する必要がある数量を見いだし，そ
の数量に着目し，連立二元一次方程式を
つくることができる

連立二元一次方程式  　　　          を解く
簡単な連立二元一次方程式を解くことが
できる

a＝２， b＝３のときの式 ab ２ の値を求める 指数を含む文字式に数を代入して式の値
を求めることができる

男子m人と女子n人が１人２個ずつ持った風船の合計数
を，mとnを用いて表した式を選ぶ

数量を文字式で表すことができる

一元一次方程式を解くとき，移項が行われている式変形と
して正しいものを選ぶ

等式の性質と移項の関係を理解している

３５を基準にして３８を正の数で表す
正の数と負の数の意味を，実生活の場面
に結び付けて理解している

「プールの水の深さは１２０cm以下である」という数量の
関係を表した不等式を書く

数量の大小関係を不等式に表すことがで
きる

１０xy÷５x  を計算する 単項式どうしの除法の計算ができる

３/４÷５/６ を計算する 分数の除法の計算ができる

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平均正
答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

直方体の１つの面の対角線を含む直線と平行な面を書く
空間における直線と平面の平行について
理解している

三角形をそれと垂直な方向に一定の距離だけ平行に動かし
てできる立体の名称を選ぶ

平面図形をその面と垂直な方向に平行に
移動させたときの，空間図形の構成につ
いて理解している

円錐の展開図において，側面のおうぎ形の半径を読み取る
円錐の展開図において，おうぎ形の半径
が円錐の母線に対応していることを読み
取ることができる

線対称な図形を完成する
対称軸が与えられたときに，線対称な図
形を完成することができる

与えられた方法で作図される直線について，正しい記述を
選ぶ

線分の垂直二等分線の作図の方法につい
て理解している

与えられた角が回転移動した後の角を選ぶ
図形の回転移動について，移動前と移動
後の２つの図形の辺や角の対応を読み取
ることができる

n角形の内角の和を求める式について，六角形の内角の和
を求める過程を読み，( n－２) が表すものを選ぶ

n角形の内角の和を求める式
１８０ﾟ×( n－２)における( n－２)の意
味を理解している

証明で用いられている三角形の合同条件を選ぶ
証明を読み，根拠として用いられている
三角形の合同条件を理解している

証明の方針を立てる際に着目すべき図形を指摘する
証明のための構想や方針の必要性と意味
を理解している

円柱と円錐の体積を比較し，正しい図を選ぶ
底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の
体積の関係について理解している

長方形ＡＢＣＤにおいて，ＡＣ＝ＢＤが表す性質を選ぶ
記号で表された図形の構成要素間の関係
を読み取ることができる

三角形の外角について，正しい記述を選ぶ
三角形の外角とそれと隣り合わない２つ
の内角の和の関係を理解している

s＝vt を基に，速さ v  が一定のとき，時間 t と道のり s
の関係について，正しい記述を選ぶ

与えられた式を基に，事象における２つ
の数量の関係が比例であることを判断す
ることができる

反比例のグラフから表を選ぶ
反比例について，グラフと表を関連付け
て理解している

変化の割合が２である一次関数の関係を表した表を選ぶ
一次関数の変化の割合の意味を理解して
いる

与えられた表を基に，宅配サービスの重量と料金の関係
を，「…は…の関数である」という形で表現する

関数の意味を理解している

x＝２，y＝６ の比例の式を求める 比例の関係を式に表すことができる

反比例の性質を表した記述を選ぶ 反比例の意味を理解している

平均正答率が全道以上の設問数 ２３／３６問

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数 ０／３６問

一次関数 y＝３x－４ のグラフを選ぶ
一次関数 y＝a x＋b について，aとbの
値とグラフの特徴を関連付けて理解して
いる

グラフから，連立二元一次方程式の解を座標とする点を選
ぶ

連立二元一次方程式の解が，２直線の交
点の座標として求められることを理解し
ている

生徒６０人の通学時間の分布を表した度数分布表から，あ
る階級の相対度数を求める

度数分布表から相対度数を求めることが
できる

ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラムか
ら，記録の中央値を含む階級を選ぶ

ヒストグラムにおいて，中央値の意味を
理解している

画びょうを投げた実験結果から，上向きになる確率を選ぶ 確率の意味を理解している

樹形図を利用して，３枚の硬貨を同時に投げるとき，表が
２枚，裏が１枚出る確率を求める

樹形図などを利用して，確率を求めるこ
とができる

平均正答率が全国以上の設問数 １８／３６問

y＝３x－２
y＝２x＋３

図形

関数

資料の活用

数と式

当別町
北海道（公立）
全国（公立）

数学Ａの基本的な知識・技能が身に付いているどうかをみる問題に関しては、当別町生徒の平均正答率は６５．

６％で、全国平均の６７．４％より１．８ポイント下回り、全道平均の６６．０％より１．４ポイント下回る結果と

なった。また昨年度の全国と当別町の差は－０．５ポイントで、１．３ポイント広がる結果になった。
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 中学校 [数学Ａ：主として知識]  

○設問番号 １(２) 

○出題の趣旨 「指数を含む正の数と負の数の計算ができるかどうかをみる。」 

○問題 「計算する」 

      

 

 

＜正答＞  －５０     

 

※当別町の正答率51.8％、全国平均より18.9ポイント下回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

 指数の意味や計算の順序を理解し、確実に計算できるようにする指数を含む正の数と負の数の計

算では、計算の順序を理解し、確実に計算できるように指導することが大切である。その際、誤り

のある計算例を取り上げ、計算方法を確認する場面を設定することが考えられる。 

本設問を使って授業を行う際には、－５２を（－５）×（－５）と誤って計算した例を取り上げ、

（－５）２と（－５２）が異なること、（－５２）は（－５×５）を意味していることを理解できる

ように指導することが大切である。また、次のように、必要に応じて、計算する前に乗法の記号

×を用いて表した式を提示することも有効と考えられる。 

             

○設問番号 １４(１) 

○出題の趣旨 「多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解しているかどうかをみる。」 

○問題 「実験結果から、上向きになる確率を選ぶ」 

 

＜正答＞  ウ（およそ0.6）     

 

※当別町の正答率85.4％、 

全国平均より8.8ポイント上回っている。 

 

〈学習指導の改善ポイント〉 

確率の意味を理解できるようにするために、ある試

行を多数回繰り返したときに、試行回数全体に対する

ある事象が起こる回数の割合が一定の値に近づいてい

くことを捉えることができるように指導することが大

切である。 

問題の実験結果をまとめた表やグラフから、投げた

回数に対する上向きの回数の割合は、０．６に近づい

ていることがわかる。 

表やグラフの見かたを理解できるよう指導すること

が大切である。 

 

 

 

 

◎全国と比べて正答率が高かった問題 

 

◎全国と比べて正答率が低かった問題

（２） ２×（－５２） 

- 30 -



中学校 ［数学Ｂ：主として活用］

集計結果

15

数と式 3

図形 5

関数 5

資料の活用 2

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 14

数学的な技能 0

数量や図形などについての知識・理解 1

選択式 3

短答式 6

記述式 6

設問別集計結果

数

と

式

図

形

関

数

資

料

の

活

用

数

学

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

見

方

や

考

え

方

数

学

的

な

技

能

数

量

や

図

形

な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
１(２)
ア,イ

○ ○ 80.5 78.0 77.0 0.0 0.2 0.3

１（２）
１(２)
ア,イ

○ ○ 91.5 92.9 92.8 0.6 0.3 0.4

１（３）
１(２)
ア,イ

○ ○ 61.6 57.5 60.6 8.5 14.5 12.7

２（１）
２(１)
イ,ウ

○ ○ 67.1 61.4 61.2 6.1 9.8 9.3

２（２）
２(１)
イ,ウ

○ ○ 68.9 63.6 65.4 7.3 9.8 9.0

２（３）
２(１)
イ,ウ

○ ○ 43.9 41.1 44.2 5.5 8.5 6.3

３（１）
１(１)
ウ

○ ○ 89.6 86.7 87.5 3.7 6.3 5.8

３（２）
１(１)
ア,エ

○ ○ 55.5 63.5 62.3 (35.40) 30.4 30.1

４（１）
２(２)
イ,ウ

○ ○ 38.4 39.8 39.4 15.9 24.2 22.5

４（２）
２(２)
ア,ウ

○ ○ 22.6 22.6 23.3 22.6 26.2 25.8

５（１）
２(１)
ア

○ ○ 80.5 77.7 79.7 1.8 5.3 4.8

５（２）
２(１)
イ

○ ○ 28.0 30.5 32.1 7.3 9.3 7.3

６（１）
２(１)
イ,エ

○ ○ 67.7 64.8 62.7 3.7 8.8 9.0

６（２）
２(１)
イ,エ

○ ○ 83.5 79.7 79.8 0.0 2.0 2.5

６（３）
２(１)
イ,エ

○ ○ 30.5 30.3 29.9 11.6 19.4 17.5

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは全国より３ポイント以上上回っているもの

スティックゲームの遊び方を基に，１本表，３本裏
のときの得点を求める

ある場合の得点を樹形図を利用して
求めることで，与えられた情報を分
類整理することができる

１点と２点のとりやすさについての正しい記述を選
び，その理由を確率を用いて説明する

不確定な事象の起こりやすさの傾向
を捉え，判断の理由を説明すること
ができる

弟が駅に着いたときの，兄のいる地点から駅までの
道のりを求める

与えられたグラフを，事象に即して
解釈することができる

兄の速さを変えないとき，弟と兄の進む様子を表し
たグラフを選ぶ

グラフの特徴を事象に即して解釈
し，結果を改善することができる

兄の出発時間を変えないとき，兄の進む様子を表す
グラフの両端の２点を求め，そのグラフから兄の速
さを求める方法を説明する

グラフの特徴を事象に即して解釈
し，結果を改善して問題を解決する
方法を説明することができる

２つの偶数の商についての正しい記述を選び,その
理由を説明する

予想された事柄が成り立たないこと
を判断し，その事柄が成り立たない
理由を説明することができる

与えられた表やグラフから，人数が２４人のときに
６.０秒かかったことを表す点を求める

与えられた表やグラフから，必要な
情報を適切に読み取ることができる

大地さんの求め方を基に，ウェーブをする人数と時
間について，２つの数量の間の関係を説明する

事象を理想化・単純化して問題解決
した結果を解釈し，数量の関係を数
学的に説明することができる

２つの線分の長さが等しいことを証明する
図形の性質を，構想を立てて証明す
ることができる

∠ＢＡＣ＝１１０°，ＢＤ＝ＡＤのとき，
∠ＤＡＥの大きさを求める

付加された条件の下で，証明を振り
返って考え，事柄を用いることがで
きる

案内図を基に，経路を示すはり紙を選ぶ
与えられた図から情報を適切に選択
し，空間における図形の位置関係を
的確に捉えることができる

外から校舎を見た図で，案内図に示された非常口の
位置を選ぶ

日常的な事象を表した図を観察し，
空間における位置に関する情報を適
切に読み取ることができる

図形の性質を用いて，横断幕が木にまったく隠れな
い最も低い位置を求める方法を言葉や図で説明する

事象を理想化・単純化し，その結果
を数学的に解釈し，問題解決の方法
を説明することができる

２つの偶数の和は偶数になることの説明を完成する
ために，式２m＋２nを変形する

与えられた説明の筋道を読み取り，
式を適切に変形することで，その説
明を完成することができる

２つの偶数の積は８の倍数になるとは限らないこと
の説明を完成するために，予想が成り立たない例を
あげ，その積を求める

事柄が成り立たない理由を説明する
場面で，反例をあげることで，その
説明を完成することができる

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

対象生徒数
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

164 41,763 1,018,365

当別町
分類 区分

平均正答率(％)

正答率(％) 無解答率(％)

対象設問数
（問）

学習指導要領の領域

設問の概要

評価の観点 問題形式

問題形式

設問番号 出題の趣旨

85.2

66.1

43.0

59.4

学習指導要領の領域

評価の観点

58.6

全体 60.7 59.8

89.6

55.9

58.2

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

※平均正答数を百分率で表示。学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、設問ごとの平均正
答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率。

北海道（公立）

54.3

58.6

64.4

全国（公立）

60.0 56.9

54.1

55.4

65.4

58.9

65.0

44.8

57.4 57.9

83.2

43.8

63.3

83.5

62.8

86.7 87.5

無回答率が全国より３ポイント以上上回っている設問数 1／１５問

平均正答率が全国以上の設問数 ９／１５問

平均正答率が全道以上の設問数 １１／１５問

図形

関数

資料の活用

数と式

当別町
北海道（公立）
全国（公立）

数学Ｂの基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題に関しては、当別町生徒の平均正答率は

６０．７％で、全国平均の５９．８％より０．９ポイント上回り、全道平均の５９．４％より１．３ポイント上回る

結果となった。また昨年度の全国と当別町の差は－４．２ポイントで、５．１ポイント上昇し全国を上回る結果と

なった。
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 中学校 [数学Ｂ：主として活用]  

○設問番号 １(１) 

○出題の趣旨 「日常的な事象を表した図から必要な情報を適切に選択し、空間における図形の位

置関係を的確に捉えることができるかどうかをみる。」 

○問題 「案内図を基に、経路を示すはり紙を選ぶ」 

＜正答＞  ウ     

 

※当別町の正答率80.5％、 

全国平均より3.5ポイント上回っている。 

 

[正答について] 

図１から、掲示板は１階にあり、美術室は

２階にあること、掲示板に向かって左側にあ

る階段をのぼる必要があることがわかる。し

たがって、ウになる。 

〈学習指導の改善ポイント〉 

日常的な事象を、形や大きさ、位置関係に

着目して観察しその特徴を捉えられるように

するために、実生活で用いられる平面図や見

取り図などを相互に関連付けながら情報を読

み取る活動を取り入れることが考えられる。

例えば、文化祭のパンフレットを作るために、

自分の学校の案内図を基にして、設問（１）

のように２つの教室の位置関係を捉えたり、

設問（２）のようにある教室の位置を校舎の

写真に書き込んだりする活動を取り入れるこ

とが考えられる 

◎全国と比べて正答率が高かった問題 
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 中学校 [数学Ｂ：主として活用]  

◎全国と比べて正答率が低かった問題 

 

○設問番号 ３(２) 

○出題の趣旨 「事象を理想化・単純化して問題解決した結果を、事象に即して解釈し、２つの数

量の関係を数学的に説明することができるかどうかをみる。」 

○問題 「２つの数量の間の関係を説明する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例１＞ ウェーブをするのにかかる時間は、ウェーブをする人数に比例する。 

＜正答例２＞ ウェーブをするのにかかる時間とウェーブをする人数との間には、一次関数の

関係がある。 
 

※当別町の正答率55.5％、全国平均より6.8ポイント下回っている。 

〈学習指導の改善ポイント〉 

○ 日常的な事象を理想化・単純化し、その特徴を的確に捉えられるようにする 

事象の変化の様子について予測したり、実際のデータの特徴を分析したりすることができるよ

うに指導することが大切である。その際、これまでに学習した数学を基にして解決できるように、

事象を理想化・単純化する活動を取り入れることが考えられる。 

本設問のように、データにない人数のときにかかる時間をグラフから求める場面では、「「ウ

ェーブをする人数」と「かかる時間」の関係を表すすべての点が原点を通る一直線上にある。」

と考え、それらの関係を比例とみなすことで、数学の世界で考察する活動を取り入れることが考

えられる。 

このような、事象を理想化・単純化し、数学を使って問題を解決する活動を、各学年の様々な

内容において取り入れ、日常的な事象の問題を数学の世界で考察することのよさを実感できるよ

うに指導することが大切である。 

 

○ 事柄の特徴を的確に捉え、数学的に説明できるようにする 

日常的な事象において、数量や図形に着目して見いだした事象の特徴を、数学的な表現を用い

て的確に説明できるように指導することが大切である。その際、前提に当たる部分（主部）と、

それによって説明される結論（述部）を明確にして表現する場面を設定することが考えられる。 

本設問を使って授業を行う際には、「比例の関係がある。」と結論のみを表現するのではなく、

前提に当たる部分として「ウェーブをするのにかかる時間とウェーブをする人数」を明確にし、

「ウェーブをするのにかかる時間とウェーブをする人数との間には、比例の関係がある。」と説

明できるように指導することが大切である。さらに、独立変数（ウェーブをする人数）と従属変

数（ウェーブをするのにかかる時間）を区別し、「ウェーブをするのにかかる時間は、ウェーブ

をする人数に比例する。」と表現できるように指導することも大切である。 
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２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）

中学校：生活習慣

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は67.1％で、
全国よりも7.9ポイント低く、昨年度の調査より8.0ポイント低い。

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は95.8％で、
昨年度の調査より2.3ポイント多くなった。

101.2 

83.0 

100.5 

99.5 
92.4 

100.2 

86.4 70

80

90

100

110
朝食を毎日食べる

毎日同じくらいの時刻に

寝る

毎日同じくらいの時刻に

起きる

1日のテレビの視聴時間
（１時間未満）

1日のテレビの視聴時間
（2時間未満）

1日のゲームをする時間
（1時間未満）

1日のゲームをする時間
（2時間未満）

携帯やスマートフォンの

使用時間※ゲームを除く

（２時間未満）

月に３回以上図書館へ行

く

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

164.6

56.1 34.8 7.9 1.2 当別町

「毎日、同じぐらいの時刻に起きている」

12.2 17.7 26.8 25.0 16.5 1.8 

「普段(月曜日から金曜日)、１日あたりどれくらいの時間、テレビやビデオ、・
DVDを見たり、聞いたりしますか」(テレビゲームをする時間は除きます。)

【生活習慣】
1. 約96％の生徒が『朝食を食べる』と答えているが、就寝時刻にバラつ

きがみられる。『早寝早起き朝ごはん』型の生活習慣の定着が望まれ

る。

2. ＴＶやＤＶＤ・ビデオなどの視聴は、減少傾向にあり、全国平均とほぼ

同様となった。ＴＶゲームや携帯式のゲームをする時間は全国平均と

ほぼ同様で、前年度より18.6ポイント減少した。反面、携帯電話やス

マートフォンでの通話やメール、インターネットの使用状況が全国平均

より多い特徴がみられる。

3. 携帯電話やスマートフォンなどの使用が多く、放課後や休日での「家

庭での過ごし方」が、変容をしてきている可能性があり、注視する必要

がある。

4. 図書館の利用率は増加しているが、図書館を利用しない生徒が約半

数に上る。これらの生徒に対する指導が必要である。

84.8 

82.4 

83.8 

11.0 

10.4 

9.7 

3.7 

5.2 

4.7 

0.6 

2.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「朝食を毎日食べている」

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

24.4 

29.9 

29.4 

42.7 

42.8 

44.7 

28.0 

21.4 

20.5 

4.9 

5.8 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じぐらいの時刻に寝ている」

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

【生活】　２時間以上と答えた生徒の割合は56.7％で、全国とほぼ同様である。昨年
度の調査より6.6ポイント減少した。

【生活】　２時間以上と答えた生徒の割合は35.4％で、全国と同様である。昨年度の
調査より18.6ポイント減少した。

【生活】　２時間以上と答えた生徒の割合は42.1％で、全国より9.4ポイント高い。

【生活】　「月に１～３回程度」以上行くと答えた生徒の割合は31.1％で、全国より
12.2ポイント高く、昨年度の生徒から3.0ポイント増えた。

【生活】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は90.9％で、
全国とほぼ同様であり、昨年度の調査より2.1ポイント低い。

9.8 

13.7 

11.0 

9.1 

10.4 

9.3 

16.5 

16.7 

15.1 

24.4 

20.4 

21.0 

26.2 

24.4 

26.7 

14.0 

14.4 

16.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段(月曜日から金曜日)、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム(コン
ピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも

含みます。)をしますか」

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない 3 ２時間以上、３時間より少ない
4 １時間以上、２時間より少ない 5 １時間より少ない 6 全くしない
その他 無回答

56.1 

57.3 

55.8 

34.8 

35.0 

36.3 

7.9 

5.9 

6.3 

1.2 

1.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

15.9 

13.3 

11.0 

8.5 

9.8 

8.8 

17.7 

13.3 

12.9 

11.6 

14.3 

15.0 

9.1 

11.4 

13.0 

13.4 

12.8 

15.5 

23.8 

24.7 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマート

フォンで通話やメール，インターネットをしますか（携帯電話やスマート

フォンを使ってゲームをする時間は除く）

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない
3 ２時間以上、３時間より少ない 4 １時間以上、２時間より少ない
5 １時間より少ない 6 全くしない
7 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他

12.2 

17.7 

15.7 

17.7 

16.1 

15.8 

26.8 

24.5 

25.0 

25.0 

25.7 

27.3 

16.5 

14.2 

14.5 

1.8 

1.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 ４時間以上 2 ３時間以上、４時間より少ない 3 ２時間以上、３時間より少ない
4 １時間以上、２時間より少ない 5 １時間より少ない 6 全くしない
その他 無回答

3.7

1.7

2.2

15.2

5.4

5.8

12.2

10

10.9

20.1

22.9

22.8

47.6

59.9

58.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本(教科書や参考書、漫画や雑誌は除
きます。)を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の
図書館にどれくらい行きますか。」

1 だいたい週に４回以上行く 2 週に１～３回程度行く 3 月に１～３回程度行く
4 年に数回程度行く 5 ほとんど、または、全く行かない その他
無回答
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中学校：家庭学習

【家庭学習】　１時間以上していると答えた生徒の割合は61.5％で、全国より6.4ポイ
ント低く、昨年度の調査より3.6ポイント増加した。

【家庭学習】　１時間以上していると答えた生徒の割合は67.6％で、全国と同様の
結果になり、昨年度の調査より6.5ポイント増加している。

90.6 100.3 

107.2 

120.4 

89.0 
100.0 

121.7 
89.5 

80

90

100

110

120

学校の授業時間以外

に、普段１日当たり１時

間以上勉強する

学校が休みの日に１時

間以上勉強する

学校が休みの日に

２時間以上勉強する

家で、自分で計画を

立てて勉強をしている

家で、学校の宿題をして

いる

家で、学校の授業の予

習をしている

家で、学校の

授業の復習をしている

学習塾（家庭教師含む）

に通っていない

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

18.3 26.8 40.9 14.0 当別町

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

56.7 31.1 10.4 1.8 当別町

家で、学校の宿題をしていますか

【家庭学習】

1. 普段の日も休みの日も、家庭学習に１時間以上取り組んでいる生徒

数は昨年度の生徒の割合より多くなり、向上してきている。

2. 塾に通っている率は全国と比較して大差があるものの、昨年度より8.7

ポイント増加している。

3. 取り組んでいる内容は、「宿題をしている」が昨年度より9.5ポイント増

え、また復習中心の学習内容となっており、家庭学習の指導の効果が

現れ始めた思われる。

7.9 

8.5 

10.4 

21.3 

21.7 

24.7 

32.3 

31.0 

32.8 

19.5 

19.2 

17.3 

11.0 

11.7 

9.0 

7.9 

7.7 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの

時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教

わっている時間も含む）

1 ３時間以上 2 ２時間以上、３時間より少ない 3 １時間以上、２時間より少ない
4 ３０分以上、１時間より少ない 5 ３０分より少ない 6 全くしない
その他 無回答

3.0 

4.6 

5.2 

12.8 

10.3 

11.7 

27.4 

22.0 

23.4 

24.4 

27.2 

27.1 

18.3 

22.7 

21.2 

14.0 

13.1 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉

強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間

も含む）

1 ３時間以上 2 ２時間以上、３時間より少ない 3 １時間以上、２時間より少ない
4 ３０分以上、１時間より少ない 5 ３０分より少ない 6 全くしない
その他 無回答

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は
28.7％で全国より5.5ポイント低く、昨年度の調査より7.0ポイント低い。

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は
62.8％で全国より12.4ポイント高く、昨年度の調査より7.0ポイント増加している。

【家庭学習】　塾に通っていない割合が48.2％で、全国より8.7ポイント高く、昨年度
の調査より8.6ポイント減少している。

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は
45.1％で、全国とほぼ同様の結果になり、昨年度とほぼ同様となった。

【家庭学習】　「している」「どちらかといえば、している」と答えた生徒の割合は
87.8％で、全国とほぼ同様の結果になり、昨年度の調査より3.4ポイント高い。

11.0 

11.6 

11.0 

17.7 

22.4 

23.2 

39.0 

36.6 

37.6 

32.3 

29.3 

28.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

家で、学校の授業の予習をしていますか

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

18.3 

16.5 

15.2 

26.8 

30.5 

31.4 

40.9 

35.8 

37.4 

14.0 

17.1 

15.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

21.3 

21.2 

17.5 

41.5 

34.6 

32.9 

28.0 

29.4 

32.1 

9.1 

14.7 

17.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

家で、学校の授業の復習をしていますか

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

56.7 

63.8 

63.7 

31.1 

25.6 

24.5 

10.4 

8.1 

8.7 

1.8 

2.3 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 している 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない 4 全くしていない その他 無回答

48.2

49.6

39.5

9.1

12.1

18.3

10.4

7.7

8.7

27.4

23.7

27.8

4.9

6.9

5.5

0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか

1 学習塾に通っていない 2 学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している

3 学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している 4 ２，３の両方の内容を勉強してい

5 ２，３の内容のどちらともいえない その他

無回答

- 36 -



中学校：自尊意識、規範意識、学校生活

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は、94.5％で、全国より1.5ポイント高く、昨年度の調査より2.1ポイント高くなってい
る。

【自己理解】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は71.3％で全国より4.2ポイント高く、昨年度の調査より12.4ポイント高い。

110.3 

76.8 

92.7 

98.7 87.9 
100.5 

100.7 

106.2 

60

80

100

120

自分にはよいところがあ

ると思う

学校のきまりを守ってい

る

友達との約束を守ってい

る

人の気持ちが分かる

人間になりたいと思う

いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだと

思う

人の役に立つ人間に

なりたいと思う

友達関係など何か悩みを

相談する相手がいる

先生は、あなたのよいと

ころを認めてくれていると

思う

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

61.0 35.4 3.7 0.0 当別町

友達との約束を守っていますか

76.8 17.7 4.3 1.2 当別町

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

【自尊意識、規範意識】

1. 『学校の規則を守ってる』と答えた生徒の割合は94.5％で全国とほぼ同

様の結果となり、昨年度より2.1ポイント向上しており、遵法意識が高まって

いるといえる。

2. 『人の役に立つ人間になりたい』と答えた生徒の割合は95.8％で、昨年

より4.5ポイント増加している状況は、良い方向に向かっていると思われる。

3. 『いじめ、どんな理由があってもよくない』と答えた生徒の割合が昨年度

より5.7ポイント低下しており、全国平均からも大きく下回っている。教育活

動の中で、ことあるごとに啓発していくことが必要である。

【学校生活】

1. 学校生活を過ごす上で、出てきた悩みを『誰にも相談しない』が26.2％

であり、悩みを一人で抱えることが懸念される。日頃から教職員と生徒が

触れ合う機会・時間の確保に努めること。また生活相談、学習相談などの

定期相談のほかに、放課後の時間を利用した相談や、副担任や養護教

諭・スクールカウンセラーを活用しての積極的な相談活動に取り組むこと

が必要と思われる。

2. 『先生はあなたの良いところを認めてくれていると思う』と答えた生徒は、

全国より4.6ポイント高い78.7％で、先生と生徒の信頼関係や、充足感を

得ている生徒が多い.。

26.8 

25.0 

24.3 

44.5 

41.1 

42.8 

23.2 

24.1 

23.3 

5.5 

9.7 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

自分には、よいところがあると思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

42.7 

53.9 

55.6 

51.8 

38.6 

37.4 

4.3 

5.8 

5.5 

0.6 

1.6 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校の規則を守っていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は87.8％で全国より5.6ポイント低く、昨年度の調査より5.7ポイント低下している。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は95.8％で、全国より1.8ポイント高く、昨年度の調査より4.5ポイント高い。

【学校生活】 『友達』が全国と共に突出して多いが、『誰にも相談しない』が26.2％。 【学校生活】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は78.7％で、全国より4.6ポイント高い。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は96.4％で、全国とほぼ同様の結果となった。

【自尊・規範】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合
は94.5％で、全国とほぼ同様の結果となった。

63.4 

70.7 

72.1 

24.4 

20.7 

21.3 

9.8 

5.9 

4.6 

2.4 

2.6 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

4 当てはまらない その他 無回答

61.0 

64.7 

65.8 

35.4 

32.2 

31.3 

3.7 

2.5 

2.3 

0.0 

0.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

73.2 

72.7 

72.8 

22.6 

21.0 

21.2 

3.7 

4.1 

3.9 

0.6 

2.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

4 当てはまらない その他 無回答

76.8 

76.4 

77.8 

17.7 

18.0 

17.5 

4.3 

3.5 

3.0 

1.2 

2.0 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

1.8

3.7

2.9

54.9

39.7

45.6

16.5

28.2

23.3

0

0.6

0.6

0

0.3

0.3

26.2

26.3

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

学校生活で、友達関係など何か悩みを抱えたら、誰に相談すること

が多いですか

1 先生 2 友達 3 家の人(兄弟姉妹を含みます。)
4 保健室の先生 5 スクールカウンセラー 6 誰にも相談しない
その他 無回答

29.9

28.6

26.2

48.8

46.4

47.9

14

17.3

18.2

6.1

7

6.9

1.2

0.7

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答
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中学校：国語の学習

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
60.4％で、全国より2.2ポイント高く、昨年度の生徒と同様である。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
88.4％で、全国とほぼ同様で、昨年度と比べてもほぼ同様の結果になった。

114.0 

90.4 

48.7 

99.8 

100.0 

52.1 
76.9 

102.6 

101.3 

115.5 

40

60

80

100

120
国語の勉強が好き

国語の勉強は

大切だと思う

国語の授業の内容は

よく分かる

国語の授業で学習したこと

は、将来、社会に出たときに

役に立つと思う

国語の授業で目的に応じて資

料を読み、自分の考えを話し

たり、書いたりしている

国語の授業で意見などを発表

するとき、うまく伝わるように

話の組み立てを工夫している

国語の授業で自分の考えを

書くとき、考えの理由が分か

るように気を付けている

国語の授業で文章を読むと

き、段落や話のまとまりごとに

内容を理解しながら読んでい

る

今回の国語の問題で、解答を

文章で書く問題について、最

後まで解答を書こうと努力し

た

読書が好き

当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出

11.0 

23.2 

22.6 

53.7 

49.3 

49.4 

28.7 

21.8 

21.9 

6.7 

5.5 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業の内容はよく分かりますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

42.1 

41.8 

42.2 

43.9 

40.4 

40.3 

11.6 

13.3 

13.0 

2.4 

4.4 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【国語】

1. 『国語が好き』、『国語は大切』、『学んだことは将来役に立つ』、『読書

は好き』と答えた生徒は全国平均を上回る数値を示しており、学力調査

（B:活用の問題）の結果からも読解力が身についてきている。

2. しかし『国語の内容はよく分かる』は全国平均より7.3ポイント下回って

おり、『分からないときにどうする』で5.5％の生徒が「そのままにしておく』

と答えており、この部分の対応が必要である。

3. 『最後まで解答を書こうと努力した』が全国とほぼ同様で、昨年からは

1.6ポイント増加していることは、途中で諦めてしまう傾向が少なくなりつ

つあり、『粘り強さ』が身についてきたと推察される。

24.4 

23.7 

21.4 

36.0 

36.0 

36.8 

27.4 

26.8 

28.1 

12.2 

13.5 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の勉強は好きですか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

48.2 

52.2 

53.3 

40.2 

36.0 

35.7 

9.8 

8.5 

7.8 

1.8 

3.1 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の勉強は大切だと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
64.7％で、全国より7.3ポイント低く、昨年度の調査より1.2ポイント減少した。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
86.0％で、全国より3.5ポイント高く、昨年度の調査より11.4ポイント増加した。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
60.9％で、全国より4.8ポイント高く、年度の調査より13.8ポイント高い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
48.2％で、全国と同様であり、昨年度の調査より7.5ポイント高い。

【国語】　『最後まで解答を書こうと努力した』が71.3％で、全国とほぼ同様であり、
昨年度の調査より1.6ポイント増加した。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
76.8％で、全国より7.4ポイント高く、昨年度の調査より2.8ポイント増加した。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
64.0％で、全国より3.7ポイント高く、昨年度の調査より10.0ポイント高い。

【国語】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
70.1％で、全国より3.6ポイント高く、昨年度の調査より1.6ポイント高い。

15.2 

13.9 

15.2 

45.7 

38.0 

40.9 

34.8 

37.1 

34.2 

4.3 

10.9 

9.5 

0.0 

0.1 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書

いたりしていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

4 当てはまらない その他 無回答

6.1 

11.2 

11.7 

42.1 

37.3 

37.4 

45.1 

39.6 

38.8 

6.7 

11.8 

11.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立

てを工夫していますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

14

18.6

18.2

50

41.5

42.1

28.7

31

30.6

7.3

8.8

8.8

0

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気

を付けて書いていますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

23.8

24.3

23.2

46.3

43.7

44.3

25

24.7

25

4.9

7.2

7.2

0

0.2

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理

解しながら読んでいますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない

4 当てはまらない その他 無回答

71.3

67.4

70.4

25.6

26.6

24.2

3

5.4

4.7

0

0

0

0

0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありました

が、どのように解答しましたか

1 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3 書く問題は全くしなかった

53.0

50.8

45.9

23.8

22.4

23.5

12.8

15.2

16.8

10.4

11.4

13.6

0

0.1

0.1

0

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

読書は好きですか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる
3 どちらかといえば当てはまらない 4 当てはまらない
その他 無回答
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中学校：数学の学習

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
53.6％で、全国より3.0ポイント低く、昨年度の調査より8.1ポイント減少した。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は、
79.3％で、全国より2.8ポイント低く、昨年度の調査より2.8ポイント低い。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
59.8％で、全国より11.7ポイント低く、昨年度の調査より8.3ポイント減少した。
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当別町 北海道（公立） 全国（公立）

※それぞれの割合は全国（公立）を１００として算出
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1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答
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数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか
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【数学】

1. 『数学が好き、おおよそ好き』の割合が53.6％であり、約半数近くが『好きでは

ない、嫌い』と答えている。反面『数学ができるようになりたい』と思っている生徒

が約90％以上存在している。

2. 『授業の内容がわかる』と答えた生徒の割合は全国平均より低く、この状況を

踏まえ、「わかる楽しみ』を感じさせる授業の工夫改善の取組みが必要と思わ

れる。
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数学の勉強は大切だと思いますか

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば当てはまらない
4 当てはまらない その他 無回答

【数学】　『最後まで解答を書こうと努力した』が59.8％で、全国より2.1ポイント高く、
昨年度の調査より24.7ポイントも増加した。しかし約40％の生徒が途中で諦めてい
る結果となった。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
85.8％トで、全国より3.2ポイント低い。昨年度の調査より1.2ポイント低い。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
91.5％で、全国とほぼ同様の結果となった。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
38.4％で、全国より2.5ポイント低く、昨年度の生徒とほぼ同様の数値になった。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
67.6％で、全国より2.7ポイント低く、昨年度の調査より7.8ポイント低い。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
72.0％で、全国より2.0ポイント高く、昨年度の調査より3.2ポイント低い。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
78.7％で、全国より1.3ポイント低く、昨年度の生徒と同様の数値になった。

【数学】　「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は
65.8％で、全国より1.6ポイント低く、昨年度の調査より2.0ポイント高い。
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1 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3 書く問題は全くしなかった
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Ⅳ　学力・生活習慣の向上に向けた取組

　この調査結果を基に、各学校では児童生徒がつまずき易い内容や、指導方法の工夫改善が必要
な領域・分野について明確化し、今後、学校改善プランを作成し実行することになります。ま
た、当別町教育委員会においても、各学校の指導方策を確実なものにするために、今後さまざま
な支援を実施していきます。

【教育委員会による学校への主な支援】

　●全国学力・学習状況調査の分析結果及び改善方策の提示。

　●ＴＴ（ティーム・ティーチング）や少人数・習熟度別指導など、個に応じた指導の工夫
　　改善のため、教員の加配事業やＳＡＴなどの人的支援。

　●教育の情報化を推進するため、ＩＣＴ教育機器の充実。

　●国際理解教育や英語教育を推進するため、継続的なＡＬＴの配置及び拡充。

　●児童生徒の郷土愛の醸成のため、地域人材を活用した総合的な学習の時間等の奨励及び
　　支援。

　●授業の工夫改善の研究など「当教研」の研究指定や各種事業に対する支援及び助言。

　●授業や学校経営など、学校教育指導員による指導及び助言。

　●長期休業中に実施する教職員研修や、比較的教職経験の少ない初任者や期限付教員等の
　　授業指導・課題研修の推進。

　●図書館司書の配置検討。

　●小学校から中学校まで９年間を見通した一貫教育の検討。

　●基礎学力定着に向けた、放課後学習及び土曜学習の検討。

　●道支援事業による、スクールカウンセラーの派遣。

　【学校の取組】

　●自校の教育課題解決のための教育課程の編成・実施・評価・改善の取組の推進。

　●本調査結果に基づく「学校改善プラン」の策定･実行・改善。

　●授業力向上を目指した「校内研修（学習規律やノート指導等）」や「ＯＪＴ（職場内指
　　導）」の充実。

　●潤いのある学習環境づくりのための、統一感ある掲示や教材教具の整備点検。

　●朝読書や朝学習等、授業以外の時間を活用した取組の充実。

　●「家庭学習の手引き」の活用による、宿題・課題など家庭学習の推進。

　●学校からの情報発信による、保護者や地域との協働、連携。

　●豊かな心を育むため、私たちの道徳を活用するなど、道徳教育の推進。

　●いじめを絶対に許さない規範意識や情報モラル指導等の今日的課題に対応した指導。

　●個性を伸ばし社会性を身につけるため、ボランティア活動や児童・生徒会活動の推進。

　●学力向上のための９年間を見通した小・中学校の連携の推進。

　●図書館司書を活用した学校図書館等、読書環境の充実。

　●スクールカウンセラーを活用した相談活動、相談体制の充実。

各学校ごとの調査結果及び改善策については、各校のホームページをご覧ください。

　　　　※各学校のホームページへの掲載は平成２７年１月中旬頃を予定してます。
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